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宮古語の動詞活用 
－代表形、否定形、過去形、中止形－ 

 
かりまた しげひさ 

  
１ 調査の概要 

2011 年 9 月 4 日から 9 日までの 5 日間、国立国語研究所の合同調査で宮古島の 9 地点の

文法調査を実施した。調査地点は保良、砂川、宮国、与那覇、来間、久貝、狩俣、池間、国

仲である。調査項目は、沖縄言語研究センターが 1982 年に作成した『琉球列島の言語の研

究 全集落調査票』（以下、「全集落」）に収録された 37 の動詞語彙である。そこに収録され

た動詞語彙目は、琉球諸語の下位方言の動詞の活用のタイプのおおよそを知ることができる

よう選定されたもので、強変化動詞（以下、強変化）と弱変化動詞（以下、弱変化）の語幹

末子音に＊b、＊m、＊k、＊g、＊s、＊t、＊n、＊r、＊w 等をふくむ規則変化動詞と、「有る」「居

る」「来る」「する」「ない」の不規則変化動詞がふくまれる。それぞれの動詞の活用のタイプ

を特定できるように代表形（スル）、否定形（シナイ）、過去形（シタ）、中止形（シテ）のよ

っつの文法的な形を下位項目としてあげている。 
代表形は、当該方言の完成相の動詞を知るために設定された項目である。否定形は、基本

語幹を確認するための項目である。基本語幹は、命令形や勧誘形からもえられるが、無意志

動詞からは命令形をえられないので、否定形を選定している。過去形は、音便語幹を確認す

るためのものである。北琉球諸語のばあい、中止形でも過去形と同じく音便語幹を確認する

ことができる。「全集落」に中止形が設定されたのは、南琉球諸語の音便現象の有無を確認す

るうえで、過去形のほかに音便語幹の有無を確認するための項目を追加したからである。 
今回の宮古島合同調査では「全集落」を例文つきの調査票に改訂したものを使用した。改

訂した調査票は、西岡敏（沖縄国際大学）を研究代表者とする「琉球宮古方言の言語地理学

的研究」基盤研究（B）で「全集落」の動詞活用形の語形を得やすくするために、例文を付

したものである。そこに示された例文を当該方言に翻訳してもらうという調査方法をとった。 
なお、調査項目の量がすくなくないことと調査日数を考慮して、調査項目を三分割し、3

班で分担して調査する計画であった。話者の都合、調査員の人数の都合などで 3 班つくれず、

全部の項目を調査できなかった地点がある。また、調査はできたが目的とする当該語形が得

られていないばあいもあった。本報告では宮古島合同調査でえられた資料のほかに、かりま

たが調査した島尻1（2011 年 12 月 10 日）、久貝2（2012 年 3 月 3 日）、狩俣3（2011 年 8 月

15 日、16 日）の資料も使用する。島尻の文法調査はまったく新たに追加されたものである。

                                                   
1 話者は島尻生抜きの I.S 氏。男性。昭和 12 年 5 月 6 日生。 
2 話者は久貝生抜きの Y.K 氏。男性。大正 15 年 12 月 23 日生。 
3 話者は狩俣生抜きの N.Y 氏。女性。大正 15 年 12 月 15 日生。 
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本報告で検討する地点は 10 地点である。 
日本語シテ中止形に対応する宮古語諸方言（以下宮古語）の中止形はふたつの形式がある。

ひとつは、numi:（ノンデ）、kaki:（カイテ）のように基本語幹に語尾 i、i を後接させたも

のである。もうひとつは、numitti（ノンデ）、kakitti（カイテ）のように語尾に ti をふくむ

ものである。改定調査票では前者を「アリ中止形」、後者を「シテ中止形」としているので、

本報告ではアリ中止形、シテ中止形の名称を使用する。 
アリ中止形は、ならべあわせ文やふたまた述語文の非終止の述語にあらわれ、つづいてお

こる二つの従属的な、あるいは、非従属的な動作をあらわす。シテ中止形は、並べあわせ文、

ふたまた述語文の非終止の述語のあらわれ、非従属的な動作をあらわすことがおおい。アリ

中止形は、あわせ述語の前要素にもなる。調査票作成にさいしては、ふたつの中止形が収集

できるようにふたつずつ例文を作成している。 
 

２ 語幹と語尾 

動詞の活用形は、その形つくりにおいて、語幹、語尾、助辞などの要素からなる注4）。語尾

と助辞は、文法的な意味に応じて変化する部分で、のこりの変化しない部分が語幹である。

北琉球諸語の動詞は、語幹は、基本語幹、音便語幹、連用語幹のみっつの語幹が存在する。

基本語幹、音便語幹、連用語幹のみっつの語幹のうち、基本語幹と音便語幹とよばれるもの

は、日本語にもあるのだが、連用語幹は、北琉球諸語に特徴的にみられるものであろう。語

幹と語尾の境界には kak-e:のように「-」を、語幹と助辞の境界には nudi=kara のように｢=｣

を挿入する。 

 
基本語幹 音便語幹 連用語幹 

kak-aN（書かない） 

tur- aN（取らない） 

jum- aN（読まない） 

katɕ-aN（書いた） 

tut-aN （取った） 

jud-aN（読んだ） 

katɕ-uN（書く） 

tu-iN  （取る） 

jun-uN （読む） 

表 1 沖縄島那覇市首里方言 

 
基本語幹 音便語幹 連用語幹 

hak̕-aN（書かない） 

tur- aN（取らない） 

jum- aN（読まない） 

hattӡ-aN（書いた） 

tutt-aN （取った） 

jud-aN（読んだ） 

hatӡ-uN（書く） 

tu-N  （取る） 

jum-iN （読む） 

表 2 今帰仁村謝名方言 

 

表 3 にみるように、あるいは本永守靖 1977 などがのべるように、宮古語の動詞の語幹には

現代日本語（以下、日本語）の音便語幹、北琉球諸語の連用語幹などを設定する必要はなく、

                                                   
4 語幹、語尾の定義は、鈴木重幸（1972）にしたがう。 
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基本語幹だけをみとめればよい5）。音便語幹を設定しなくてもいいことは宮古語の動詞活用

のおおきな特徴である。宮古語の動詞には基本語幹の語幹末子音をかさねる変種をもつもの

がある。今回の調査項目の kav（被る）、niv（眠る）、az（言う）が変種をもつ。代表形は

kav、niv、az のように子音語幹でおわり、語尾をもたないが、命令形、勧誘形、否定形は

kavv-i（被れ）、kavv-a（被ろう）、kavv-an（被らない）、nivv-i（眠れ）、nivv-a（眠ろう）、

nivv-an（眠らない）、azz-i（言え）、azz-a（言おう）、azz-an（言わない）のように語幹末

子音がかさなってあらわれる。v:（売る）も代表形は長子音単独で語尾をもたないが、命令

形、勧誘形、否定形は vv-i（売れ）、vv-a（売ろう）、vv-an（売らない）のように短い子音

をかさねた子音だけの語幹をもつ。これらとはことなる語幹の変種をもつタイプもあるが、

それらにふくめ宮古諸語の活用形と活用のタイプの全体については稿をあらためて述べたい。 

 
基本語幹   

kak-an（書かない） 
jum-an（読まない） 
tur-an（取らない） 
kavv-an（被らない 

kak-JtaJ（書いた） 
jum-taJ（読んだ） 
tu-JtaJ（取った） 
kav-taz（被った） 

kak-J（書く） 
jum （読む） 
tu-J （取る） 
kav （被る） 

表 3 平良下里方言 

 

強変化としては「飛ぶ、遊ぶ、漕ぐ、行く、落とす、出す、持つ、切る、縛る、掘る、降

る、被る、閉じる、寝る、買う、売る、飲む、食べる、酔う、洗う、言う」があがっている。

弱変化としては「捨てる、降りる、落ちる、呉れる、貰う、起きる、着る、坐る、見る、蹴

る」があがっている。不規則変化としては「来る、する、有る、居る、死ぬ、無い」があが

っている。 
「ない」は日本語では形容詞に分類されるが、琉球諸語では不規則変化として分類される。

宮古語の形容詞が ku 連用形にものの存在をあらわす動詞 az がくみあわさって文法化した活

用形をもったり、語幹をかさねる重複型の語形をもったりするのに対して、宮古語の「ない」

はそのような活用形をもたないことから動詞に分類される。もちろん、動詞に分類されると

はいっても、アスペクト、ヴォイスなどの形態論的なカテゴリーをもたず、命令形、勧誘形

などのムード形式をもたないなど、形容詞とおなじ文法的な特徴をもっている。 
「縛る」に対応して「括

くび

る」のあらわれるのが期待され、「寝る」には「眠る」、「食べる」

には「食らう」、「閉じる」には「くる」、「貰う」には「得る」、「坐る」には「坐
ゐ

る」、「居る」

には「居
を

る」のあらわれることが期待されている。 

日本語の弱変化のうち、語幹が 1 音節で語幹末が母音 i になる mi-ru（見る）、ki-ru（着

る）、ni-ru（煮る）などの動詞は、古代中央日本語（以下、古代語）でも弱変化だが、語幹

                                                   
5 基本語幹、音便語幹、連用語幹のみっつの語幹の変種の名称は、上村幸雄（1963） 「首里方

言の文法」（『沖縄語辞典』）による。なお、上村（1963）は上記みっつの語幹のほかに「融合

語幹」「短縮形語幹」も設定している。 
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が 2 音節で語幹末が母音 i、あるいは e になるタイプの動詞（“上二段”“下二段”とよばれ

る）は、否定形 oki-zu（起きない）や命令形 oki-jo（起きろ）などの弱変化型の活用形と、

代表形 ok-u（起きる）、連体形非過去形 ok-uru（起きる）などの強変化型の活用形とが並存

している。このタイプの動詞は、強変化と弱変化の混合変化活用動詞（以下、混合変化）と

よぶことができる。日本語強変化の「死ぬ」は、古代語では sin-azu（死なず）、sin-itari（死

にたり）のような強変化型の語幹と語尾をもつ活用形と sin-uru（死ぬ・第二終止形）と

sin-ure（死ぬ・第三終止形）のような混合変化と同じ語幹と語尾をもつ活用形6）とが混在し

た混合変化の変種とみることができる。 
 

  否定形 命令形 過去形 非過去 連体 

現
代
日
本
語 

強変化 
行く ik-anai ik-e iQ-ta ik-u ik-u 
死ぬ ɕin-anai ɕin-e ɕiN-da ɕin-u ɕin-u 

弱変化 
起きる oki-nai oki-ro oki-ta ok-iru ok-iru 
見る mi-nai mi-ro mi-ta mi-ru mi-ru 

古
代
日
本
語 

強変化 書く ik-adzu ik-e ik-itari ik-u ik-u 
混合 a 死ぬ ɕin-adzu ɕin-e ɕini-tari ɕin-u ɕin-uru 
混合 b 起きる oki-dzu oki-jo oki-tari ok-u ok-uru 
弱変化 見る mi-dzu mi-jo mi-tari mi-ru mi-ru 
表 4 日本語の動詞活用タイプ 

 
島尻方言、狩俣方言、久貝方言では古代語の弱変化の否定形だけでなく、古代語の混合変

化の否定形も、語幹末が母音 i になる基本語幹に否定語尾-n を後接させる。すなわち、古代

語混合変化が弱変化化している。島尻方言、狩俣方言は「死ぬ」も弱変化化しているが、久

貝方言では強変化化している。 
 

1) ki:ju juɾuɡaɕɕa:mai n:ta: utiɴ．（木を揺らしても実は落ちない。）狩俣 
2) baja: umanna uɾiŋ．（私はここでは降りない。）久貝 

 
いっぽう、保良方言、宮国方言、来間方言などでは、古代語の弱変化、混合変化に対応す

る動詞の代表形や命令形は、語幹末が母音 i、あるいは i:でおわる基本語幹に語尾 ru を後接

させる弱変化型の活用形だが、否定形は、語幹末が子音で語尾が母音-u、-u:ではじまる強変

化型の活用形である。これらの方言では、弱変化が混合変化化している。 
 

                                                   
6 第二終止形は、強調文の述語になる活用形で焦点化助詞「ぞ」「なん」「や」「か」と呼応し、

連体形とホモニムである。第三終止形も強調文の述語になる活用形で「こそ」と呼応し、条件形

とホモニムである。 
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3) vvaɡa tuz ̩zuba smaɾi fi:ɾu．（おまえが鶏を縛ってくれ。）保良 
4) utu ̥tʰa sudaŋkaija ka:ssuba fu:ŋ．（弟は兄には菓子はくれない。）保良 
5) kunu fsu ̥zza azumaka ̥ɾʲa numi mi:ɾu．（この薬は甘いから飲んでみろ。）保良 
6) uja: ja:kju:juba: mju:ŋ．（いつも私は弟に菓子をくれる。）保良 

 
7) ɡumiu umaŋkai sï ̥tiɾu．（ゴミをそこに捨てろ。）宮国 
8) mma: fz:fznu kïnnumai sï ̥tuŋ．（祖母は古い着物も捨てない。）宮国 
9) unu ma:zzu kumaŋkai kiɾi fi:ɾu．（その毬をここに蹴ってくれ。）宮国 
10) o ̝tʰu ̥too aʣaŋ koosuba ɸu:ŋ．（弟は兄に菓子をくれない。）宮国 

 

11) vvaŋa tuzzuba: smaɾi/sɿmaɾi fi:ɾo．（おまえが鶏を縛ってくれ。）来間 
12) utu ̥toa aʑanna/suʑanna ko:suba: fu:ŋ．（弟は兄には菓子を呉れない。）来間 

 
古代語の混合変化に対応する動詞が混合変化であらわれる宮古語下位方言がある。なお、

同じ混合変化とはいっても、後述するように古代語混合変化は、終止形非過去と連体形非過

去に強変化型の活用形があらわれるが、宮古語混合変化は、否定形と勧誘形に強変化型の活

用形があらわれる。否定形の語尾に uŋ、u:ŋ を有する動詞は混合変化で、iŋ、i:ŋ を有する

動詞が弱変化で、aŋ、a:ŋを有する動詞は強変化である。 
 

  否定形 命令形 過去形 非過去 連体形 
保

良

方

言 

強変化 
書く ik-aŋ ik-i ik-sta: ik-s ik-s 
死ぬ sn-aŋ sn-i sn-ta sn sn 

混合 
起きる uk-uŋ uki-ɾu uki-ta: uki uki-z 
見る mj-u:ŋ mi:-ɾu mi:-ta: mi: mi:-z 

島

尻

方

言 

強変化 書く ik-aŋ ik-i ik-staz ik-s ik-s 
 
弱変化 

死ぬ sni-ŋ sni-ɾu sn-ta sni-z sni-z 
起きる uki-ŋ uki-ɾu uki-taz uki-z uki-z 
見る mi:-ŋ mi:-ɾu mi:-taz mi:-z mi:-z 

表 5 保良方言、島尻方言の動詞活用タイプ 

 
本報告では、古代語、ときには現代日本語と対比させながら宮古語の活用形、および活用

のタイプをみる。 
 

３ 否定形 

宮古語の動詞は、否定形をみることで当該の動詞が強変化であるか弱変化であるか混合変

化であるかをみわけることができる。 
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否定形の語末には、an、in、un があらわれる。否定形の語末の n を dʑa:n、dja:n にとり

かえた形式もあらわれる。語末に an、in、un をもつ形式は、さまざまなあらわれ方をし、

多義的であるのに。-adʑa:n、i-dʑa:n 、-udʑa:n をもつ形式は、話し手の意志や判断をあら

わす。-adʑa:n、i-dʑa:n 、-udʑa:n も基本語幹からつくられる形式なので、本報告では-an
とともに提示する。 

 
13) uja: ʨiŋkzɡa bazkaiba imkaija ikaʑaŋ． 

（父は天気が悪いから、海へは行かない。）宮国 
14) ameno tho ̥kja:nna pukaŋkai nimottʦɯ idasaʥa:ŋ． 

（雨のときには外には荷物を出さない。）宮国 
15) kaɾja: unaɡa du:nu wa:juba: vvaN/vvadja:N．（彼は自分の豚は売らない。）与那

覇 
 
an は、古代語の強変化に対応する動詞にあらわれる。語幹末が子音の基本語幹に後接する。

in は、古代語の弱変化に対応する動詞にあらわれる。他の活用形とならべると、否定形は、

uki-n のように分析され、弱変化の母音語幹に語尾 n が後接しているとみることのできる。

un は、混合変化に対応する動詞にあらわれる。命令形が母音語幹に語尾 ru を後接させる形

式であり、否定形は、強変化型の子音語幹に語尾-un の後接した uk-un と分析できる。活用

形全体をみると、否定形の語尾に-un のあらわれる動詞は混合変化である。 
参考として調査でえられた命令形もあげる。強変化型の命令形は、子音でおわる基本語幹

に語尾 i を後接させ、弱変化型の命令形は、母音 i、あるいは i:でおわる基本語幹に語尾 ru
を後接させている。 

 
保良方言 
古代語混合変化の否定形は、保良方言では語尾に-uŋ、-u:ŋ をもつ混合変化型であらわれ

る。いっぽう、古代語弱変化の「蹴らない」「着ない」「坐ない」、混合変化「死なない」は強

変化型であらわれ、古代語弱変化の「見ない」は混合変化型であらわれる。不規則変化の「す

る」は混合変化型の活用形で、「居ない」は強変化型の活用形であらわれる。 
 

強変化／tubaŋ（飛ばない）、asɿpaŋ（遊ばない）、numaŋ（飲まない）、kugaŋ（漕がない）、

ikaŋ（行かない）、utusaŋ（落とさない）、idasaŋ（出さない）、mutaŋ（持たない）、puraŋ
（掘らない）、ffaŋ（降らない）、kssaŋ（切らない）、uraŋ（いない）、vvaŋ（売らない）、

kavvaŋ（被らない）、nivvaŋ（眠らない）、azzaŋ（言わない）、ka:ŋ（買わない）、fa:ŋ
（食わない）、ara:ŋ（洗わない）、mura:ŋ（貰わない）、bja:ŋ（酔わない）、／kiraŋ（蹴

らない）、kssaŋ（着ない）、bzzaŋ（坐ない）、snaŋ（死なない）、 
混合変化／uruŋ（降りない）、utuŋ（落ちない）、ukuŋ（起きない）、stuŋ（捨てない）、
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fu:ŋ（呉れない）、／mju:ŋ（見ない）、ju:ŋ（得ない）、 
不規則変化／ku:ŋ ̩（来ない）、su:ŋ ̩（しない）、uraŋ ̩（いない）、nja:ŋ（ない）、 
命令形／piɾijo（行けよ）、kai（買え）、fai（食らえ）、jukui（休め）、nʲivvi（眠れ）、／

mi:ɾu（見ろ）、fi:ɾu（呉れろ）、ʑʑiɾu/iʑiɾu（入れろ）、／ku:（来い）、ʃi:ru／aʃiru（し

ろ）、 
 
砂川方言 
古代語混合変化は、砂川方言では ukiŋ（起きない）だけが弱変化型であらわれる以外、

語尾に-uŋ をもつ混合変化型の語形がみられる。古代語弱変化の「見ない」は弱変化型の

mi:ŋ であるが、それ以外の古代語弱変化に対応する語形がえあられていないので、砂川方

言の詳細は不明である。 
 
強変化／tubaŋ（飛ばない）、asɿpaŋ（遊ばない）、numaŋ（飲まない）、kugaŋ（漕がない）、

ffaŋ（降らない）、utusaŋ（落とさない）、idasaŋ（出さない）、puraŋ（掘らない）、ʋʋaŋ
（売らない）、kɿsaŋ（切らない）、ka:ŋ（買わない）、fa:ŋ（食わない）、ara:ŋ（洗わな

い）、mura:ŋ（貰わない）、bjo:ŋ（酔わない） 
混合変化／urudjaŋ（降りない）、utuŋ（落ちない）、stuŋ（捨てない）、ffudʑaŋ（呉れな

い） 
弱変化／ukiŋ（起きない）、／mi:ŋ（見ない）、 
不規則変化／ku:ŋ ̩（来ない）、 
命令形／iki jo:（行けよ）、piɾi（行け）、kai（買え）、fai（喰らえ）jukui（休め）、nivvi （眠

れ）、／mi:ɾu（見ろ）、ka ̥kiɾu（かけろ）、ffiɾu/fi:ɾu（呉れろ）、iʑiɾujo: / iʥiɾujo:（入

れろよ）、／ku:（来い）、 
 
宮国方言 
古代語混合変化は、宮国方言では ukiŋ（起きない）だけが弱変化型であらわれる以外、

語尾に-uŋ をもつ混合変化型の語形がみられる。「蹴らない」は強変化型の kiraŋ である。

古代語弱変化に対応する語形がえられていないので、来間方言の詳細は不明である。 
 
強変化／asɿpaŋ（遊ばない）、nomaŋ（飲まない）、kugaŋ（漕がない）、ikaʑaŋ（行かな

い）、ffaŋ（降らない）、utusaŋ（落とさない）、idasadʑa:ŋ（出さない）、motadʑa:ŋ（持

たない）、poraŋ（掘らない）、kɿsaŋ（切らない）、uvaŋ（売らない）、ɸa:ŋ（食わない）、

ka:ŋ（買わない）、bjo:ŋ（酔わない）、aɾa:ŋ（洗わない）、mora:ŋ（貰わない）、／kiraŋ
（蹴らない）、 

混合変化／uruʑa:ŋ（降りない）、utuŋ（落ちない）、sutuŋ（捨てない）、fuʑʑaŋ（縛らな

い）、ɸu:ŋ（呉れない）、ituŋ（出ない） 
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弱変化／ukiŋ（起きない）、 
不規則変化／ku:ŋ ̩（来ない）、 
命令形／pʰiɾi（行け）、kai（買え）、ɸai（喰らえ）、jukui（休め）、nivvi（眠れ）、／miɾu

（見ろ）、fi:ɾu（呉れろ）、sï̥tiɾu（捨てろ）、ku ̞:（来い）、 
 
与那覇方言 
古代語混合変化は、与那覇方言では語尾に-uŋ をもつ混合変化と語尾に-iŋ をもつ弱変化

があらわれる。古代語弱変化に対応する語形がえられていないので、与那覇方言の詳細は

不明である。 
 
強変化／tubaɴ（飛ばない）、kugaɴ（漕がない）、ikaɴ（行かない）、ffaɴ（降らない）、utusaɴ

（落とさない）、kiraɴ（蹴らない）、kiraɴ（切らない）、idasaɴ（出さない）、mutaɴ（持

たない）、vvaɴ～vvadja:ɴ（売らない）、ka:ɴ（買わない）、 

混合変化／urudjaɴ（降りない）、utuɴ（落ちない）、stuɴ（捨てない）、fudja:ɴ（呉れない） 
弱変化／ukiɴ（起きない）、 
不規則変化／ku:ɴ 

命令形／iki（行け）、kai（買え）、fe:（喰らえ）、jukui（休め）、nivvi（眠れ）、／mi:ɾu
（見ろ）、kakiɾu（かけろ）、ffiɾu/ fiɾu（呉れろ）、／ku:（来い）、 

 
来間方言 
古代語混合変化は、来間方言では語尾に-uŋ をもつ混合変化がみられる。「蹴らない」は

強変化型の kiɾaŋ である。それ以外の古代語弱変化に対応する語形がえあられていないの

で、来間方言の詳細は不明である。 
 
強変化／tubaŋ（飛ばない）、aspaŋ（遊ばない）、numaŋ（飲まない）、kugaŋ（漕がない）、

ikaŋ（行かない）、utusaŋ（落とさない）、idasaŋ（出さない）、mutɕaŋ（持たない）、

pɾaŋ（掘らない）、sɿmaɾaŋ（縛らない）、ffaŋ（降らない）、tssaŋ（切らない）、muɾaŋ
（貰わない）、vvaŋ（売らない）、fa:ŋ（食わない）、ka:ŋ（買わない）、aɾa:ŋ（洗わない）、

bjo:ŋ（酔わない）、／kiɾaŋ（蹴らない）、 
混合変化／uruŋ（降りない）、utuŋ（落ちない）、ukuŋ（起きない）、stuŋ（捨てない）、

fu:ŋ（呉れない）、 
不規則変化／ku:ŋ ̩（来ない）、 
命令形／iki（行け）、piɾe（行け）、smaɾe（縛れ）、idaɕe:（出せ）、jaɾaɕe（遣らせ）、ʨi̥ɕe

（切れ）、ke:（買え）、fe:（喰らえ）、jukui/ juke̝:（休め）、nivvi（眠れ）、／mi:ɾʊ（見ろ）、

fi:ɾu（呉れろ）、stiɾo （捨てろ）、zʑiɾo（入れろ）、／ku:（来い）、 
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久貝方言 
古代語の弱変化と混合変化は、久貝方言では語尾に-iŋ、-i:ŋ をもつ弱変化である。古代

語不規則「しない」も弱変化型の ʃi:ŋ である。「蹴らない」「死なない」は強変化である。

他の方言で強変化であらわれる「着ない」「坐らない」も弱変化型の kiʃiŋ、biʒiŋ である。  
 
強変化／tubaŋ（飛ばない）、aspaŋ（遊ばない）、numaŋ（飲まない）、kugaŋ（漕がない）、

ikaŋ（行かない）、utasaŋ（落とさない）、idasaŋ（出さない）、mutaŋ（持たない）、puraŋ
（掘らない）、fuɾaŋ（降らない）、ksɿsaŋ（切らない）、sɿmaɾaŋ（縛らない）、vvaŋ（売

らない）、kavvaŋ（被らない）、ffaŋ（閉じない）、nivvaŋ（眠らない）、ka:ŋ（買わない）、

fa:ŋ（食わない）、bja:ŋ（酔わない）、aɾa:ŋ（洗わない）、andzaŋ（言わない）、／kiɾaŋ
（蹴らない）、snaŋ（死なない）、 

弱変化／uɾiŋ（降りない）、utiŋ（落ちない）、ukiŋ（起きない）、sɿtiŋ（捨てない）、fi:ŋ
（呉れない）、／zʒiŋ（得ない）、kiʃiŋ（着ない）、biʒiŋ（坐ない）、mi:ŋ（見ない、い

ない）、 
不規則変化／ku:ŋ（来ない）、ʃi:ŋ（しない）、nja:ŋ（ない）、 
命令形／iki（行け）、jukui（休め）、kai（買え）、idaʃi（出せ）、uri（居れ）、kavvi（被

れ）、ffijo:（閉じろ）、／mi:ɾu（見ろ）、fi:ɾu（呉れろ）、ka ̥kiɾu（かけろ）、kiʃiru（着

ろ）、／ku:（来い）、ʃi:ru（しろ）、 
 
島尻方言 
古代語の弱変化と混合変化は、島尻方言では語尾に-iŋ、-i:ŋをもつ弱変化であらわれる。

弱変化の「蹴らない」「坐ない」は強変化型であらわれる。不規則変化の「する」は弱変化

型であらわれる。ʃiro＞sru＞ssu。 
 
強変化／tubaŋ（飛ばない）、appaŋ（遊ばない）、numaŋ（飲まない）、kugaŋ（漕がない）、

ikaŋ（行かない）、utusaŋ（落とさない）、idasaŋ（出さない）、mutaŋ（持たない）、puraŋ
（掘らない）、ffaŋ（降らない）、kssaŋ（切らない）、fgzzaŋ（縛らない）、kavvaŋ（被

らない）、vva:ŋ（売らない）、ffaŋ（閉じない）、nivvaŋ（眠らない）、azzaŋ（言わない）、

ka:ŋ（買わない）、fa:ŋ（食わない）、aɾa:ŋ（洗わない）、bja:ŋ（酔わない）、／kiraŋ（蹴

らない）、bz:zaŋ（坐ない）、 
弱変化／uriŋ（降りない）、utʃiŋ（落ちない）、stʃiŋ（捨てない）、fi:ŋ（呉れない）、ukiŋ

（起きない）、sniŋ（死なない）、／mi:ŋ（見ない、いない）、zʒiŋ（得ない）、ʃʃiŋ（着

ない）、 
不規則変化／ku:ŋ（来ない）、ʃiŋ（しない）、nja:ŋ（ない）、 
命令形／iki（行け）、uki（置け）、piri（行け）、kai（買え）、fai（喰らえ）、jukai（休め）、

nivvi（眠れ）、／mi:u（見ろ）、fi:ɾu（呉れろ）、ʃʃiru（着ろ）、ku:（来い）、ssu（しろ）、 
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狩俣方言 
古代語の弱変化と混合変化は、狩俣方言では語尾に-iŋ、-i:ŋをもつ弱変化であらわれる。

「着ない」「坐ない」「死なない」も弱変化型であらわれる。不規則変化の「する」は弱変

化型で、「居ない」は強変化型の活用形であらわれる。 
 
強変化／tubaŋ（飛ばない）、asbaŋ（遊ばない）、numaŋ（飲まない）、kugaŋ（漕がない）、

ikaŋ（行かない）、utasaŋ（落とさない）、idasaŋ（出さない）、mutaŋ（持たない）、puraŋ
（掘らない）、smaraŋ（縛らない）、ffaŋ（降らない）、kssaŋ（切らない）、kaʋʋaŋ（被

らない）、ffaŋ（閉じない）、ʋʋʋaŋ（売らない）、niʋʋaŋ（眠らない）、azzaŋ（言わない）、

ka:ŋ（買わない）、aɾa:ŋ（洗わない）、fa:ŋ（食わない）、／kiraŋ（蹴らない）、 
弱変化／uriŋ（降りない）、utiŋ（落ちない）、ukiŋ（起きない）、ʃitiŋ（捨てない）、fi:ŋ

（呉れない）、ʃimiŋ（閉めない）、kadʒiŋ（かじらない、掘らない）、sniŋ（死なない）、

bju:iŋ（酔わない7）、／iʒiŋ（得ない）、kiʃiŋ（着ない）、biʒiŋ（坐ない）、mi:ŋ（見ない、

いない）、 
不規則変化／ku:ŋ（来ない）、aʃiŋ（しない）、uraŋ（居ない）、nja:ŋ（ない）、 
命令形／iki（行け）、uki（置け）、idaʃi（出せ）、kai（買え）、ɸai/fai（喰らえ）、jukui

（休め）、niʋi（眠れ）、／mi:ɾu（見ろ）、fi:ɾu/ffiru（呉れろ）、uriru（降りろ）、ka ̥kiɾu
（かけろ）、ɕimiɾu（閉めろ）、ŋ ̩ɡiɾu（帰れ）、iʒiru（入れろ）、／ku:（来い）、aʃiru（し

ろ）、 
 
池間方言 
古代語の弱変化と混合変化は、池間方言では語尾に-iŋ、-i:ŋをもつ弱変化であらわれる。

「蹴らない」「着ない」「坐ない」「死なない」は強変化型であらわれる。不規則変化の「す

る」は混合変化型であらわれる。 
 
強変化／tubaɴ（飛ばない）、aɕibaɴ（遊ばない）、numaɴ（飲まない）、kugaɴ（漕がない）、

ikaɴ（行かない）、utuhaɴ（落とさない）、idanaɴ（出さない）、mutɕaɴ（持たない）、

furadʑa:ɴ（掘らない）、kiɾaɴ（切らない）、ɕimaɾaɴ（縛らない）、ffaɴ（降らない）、vvaɴ
（売らない）、kaʋʋaɴ（被らない）、ttadʑa:ɴ（閉じない）、njivvaɴ（眠らない）、azzaN
（言わない）、ka:ɴ（買わない）、aɾa:ɴ（洗わない）、fa:ɴ（食べない）、／kiɾaɴ（蹴ら

ない）、ttɕaɴ（着ない）、bidʑaɴ（坐ない）、ɕinaN（死なない）、 
弱変化／ukiN（起きない）、uɾiʥa:ɴ（降りない）、utiN（落ちない）、sïtiɴ（捨てない）、

fi:N（呉れない）、／ʑʑiN/dʥiN（得ない）、bju:iN8（酔わない）、mi:N（見ない、いない）、 
                                                   
7 bju:iŋは、可能動詞の否定形「酔えない」か。 
8 bju:iŋは、可能動詞の否定形「酔えない」か。確認が必要。 
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不規則変化／ku:ɴ（来ない）、ɸuN（しない）、nja:N（ない）、 
命令形／iki（行け）、jukui（休め）、kai（買え）、nʲivvi/nʲiʋʋi（眠れ）、／mi:ɾu（見ろ）、 

fi:ɾu（呉れろ）、sï ̥tiɾu（捨てろ）、／ku:（来い）、assu（しろ）、 
 
国仲方言 
古代語の弱変化の「見る」は弱変化型の mi:N だが、「着ない」はʔtaN、「坐ない」bɿzaɴ

であらわれ、強変化型である。古代語混合変化「起きる」は、弱変化であらわれる。得られ

た語形がすくなく、きわめて概括的な記述にとどめざるをえない。 
 

強変化／kavvaɴ（被らない）、nivvaɴ（眠らない）、azzaN/al̩zaN（言わない）、／sɿnaɴ（死

なない）、ʔtaN（着ない）、bɿzaɴ（坐ない）、 
弱変化／okiNni:9（起きない）、／mi:N（見ない、いない）、 
不規則変化／ahoN/asoN（しない）、nja:N（ない）、 
命令形／mi:ɾu（見ろ）、ɸi:ɾu（呉れろ）、ɕimiɾu（閉めろ）、ko ̝:（来い）、asso（しろ）、 
 

３．２ 否定形のまとめ 

動詞活用を調査したすべての地点で調査項目の調査が終了しているわけでなく、えられた

語形に制限はあるが、北琉球諸語（とくに沖縄島諸方言）、古代語、宮古語の活用のタイプと

比較して、次のことが指摘できよう。 
 
１）宮古語の動詞の活用のタイプには強変化と弱変化と混合変化と不規則変化とがみられ

る。 
２）古代語強変化は、宮古語で安定して強変化であらわれる。 
３）古代語弱変化「蹴る」は宮古語では強変化であらわれる。 
４）古代語の弱変化「見る」は、弱変化であらわれる下位方言と混合変化であらわれる下

位方言がある。 
５）古代語の混合変化は、久貝、狩俣、池間、国仲では弱変化であらわれ、保良、砂川、

宮国、与那覇、来間では混合変化であらわれる。 
６）古代語混合変化「死ぬ」が狩俣、島尻では弱変化であらわれ、保良、久貝、池間では

強変化であらわれる10）。 

                                                   
9 okiNni:の ni:は、終助詞か。 
10 本永守靖（1973）によると、宮古語西里方言の snan（死なない）などは強変化型の活用形だ

が、sniru（死ね）や sniriba（死ねば）など弱変化型の活用形である。また、狩俣が 2011 年 11
月に行なった旧上野村野原方言の調査（話者：N.Y 氏。男性。昭和 18 年生）で動作・変化が限

界達成直前であることをあらわす形式に snatti: u:（死のうとしている）と、snitti: u:（死のう

としている）の強変化型と弱変化型のふたつの活用形が得られた。前者は、主体の意志的な動作

の開始限界達成直前であることをあらわし、後者は、無意志的な変化の終了限界達成直前である
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７）古代語弱変化の強変化動詞化が沖縄島諸方言にみられるが、古代語弱変化の「蹴らな

い」が宮古語全体で強変化化し、同じく古代語「着ない」が保良、島尻、池間で、「座な

い」が保良、島尻、池間で強変化化している。その他の地点の方言は語形がえられてお

らず不明である。 
８）古代語混合変化の強変化化（r 語幹動詞化）が沖縄島諸方言にみられるが、宮古語で

は強変化化はみられない。 
９）久貝、島尻、狩俣では「着ない」「座ない」「得ない」も弱変化であらわれる。 
10）古代語不規則変化「しない」が久貝、狩俣、島尻で弱変化であらわれ、保良、池間で

混合変化であらわれる。 
 
否定動詞の語彙的な意味で興味ぶかいのが、uz（居る）の否定動詞の現在形には uraŋ（居

ない）のほかに、語形上は miz（見る）の否定動詞があらわれる地点が複数あったことであ

る。 
 

16) tunaznna imma mi:ŋ（隣には 犬は いない）。島尻方言 
17) tunaznu ja:nna inna mi:ŋ（隣の 家には 犬は いない）。久貝方言 
 
４ 過去形 

動詞過去形の語尾には強変化、弱変化、混合変化、不規則変化の如何をとわず、ta:、ta、
tai、tazɿ があらわれる。日本語や北琉球諸語にみられる強変化の語尾にふくまれる t の有声

音化がみられないのである。宮古語には tuzɿ（鳥）、pazɿ（針）などの単語にみられる ri＞i
の音韻変化と、piru＞pizɿ（大蒜）、saru＞sazɿ（申）にみられる ru＞z の音韻変化があるの

で、tazɿ、tai、ta:、ta は、tari あるいは taru に由来する。 
 
保良方言 
強変化、弱変化、混合変化、不規則変化を問わず、語尾は末尾の z の弱化した-ta:あるい

は-ta である。ataɿ（有った）だけ-taɿ がみられる。 
 
強変化／tubzta:（飛んだ）、asɿpɿta（遊んだ）、kugzta:（漕いだ）、iksta:（行った）、utusta:

（落とした）、idasuta:（出した）、mutsɿta（持った）、numta（飲んだ）、fʋmta:（履

いた）、puzɿta:（掘った）、fʋzta:（降った）、pizta:（行った）、smazta:（縛った）、kssta:

（切った）、kaʋta:（買った）、arɔʋta（洗った）、fɔʋta（食べた）、bju:ta:（酔った）、

kavta:（被った）、niʋta:（眠った）、fʋ:ta:（閉じた）、azta:（言った）、vvita:（売った）、

                                                                                                                                                               
ことをあらわす。sn（死ぬ）がどの活用のタイプに属すのか、どの活用形が弱変化型なのかはい

ろいろな活用形を調査しなければならない。下位方言によって混合変化のタイプに変種があるこ

とは興味ぶかい。何故このようなことがおきたのかのかの解明とあわせて、今後の課題である。 
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kssta:（着た）、kizta:（蹴った）、fttsta:（縛った）、bz:ta:（坐た）、snta:（死んだ）、 
混合変化／urita:（降りた）、utɕita:（落ちた）、stɕita:（捨てた）、ffita:（呉れた）、bakita:

（分けた）、piŋgita（逃げた）、ukita:（起きた）、／mi:ta:（見た）、i:ta:（得た）、 
不規則変化／ksta:（来た）、sɿ:ta:（した）、ataɿ（有った）、uta:（居た）、 
 
砂川方言 
強変化、弱変化、混合変化、不規則変化を問わず、語尾は-tazɿ である。一部の語形に-ta:

が並存している。 
 
強変化／tuvzɿtazɿ～tubzɿtazɿ（飛んだ）、asɿ ̥pˢɿtaᶻɿ（遊んだ）、iksɿtaᶻɿ～iksta:（行った）、

kugzɿtazɿ（漕いだ）、utus ̩taᶻɿ～utus ̩taˑ（落とした）、idasɿtazɿ（出した）、mutsɿtazɿ

（持った）、numtazɿ（飲んだ）、funtazɿ（履いた）、puzɿtazɿ（掘った）、muduɾi pizɿtaᶻɿ

（戻って行った）、fᶻɿtaᶻɿ～fᶻɿta:（降った）、kaʋtazɿ（被った）、kautazɿ（買った）、fo:tazɿ

～fautazɿ～foutazɿ（食べた）、murautazɿ（貰った）、bju:tazɿ（酔った）、aɾautazɿ（洗

った）、ʋ:tazɿ（売った）、kstazɿ～ksɿ:tazɿ（切った）、sɿmazɿtazɿ（縛った）、ksɿtazɿ（蹴

った）、 
混合変化／urita:～uɾitazɿ（降りた）、utitaᶻɿ～utita:（落ちた）、piŋ ̩ɡita:（逃げた）、stitazɿ

～stita:（捨てた）、ffitazɿ（呉れた）bakitazɿ（分けた）、piŋgitazɿ（逃げた）、 
不規則変化／sɿ ̥tazɿ（した）、ksɿtaᶻɿ～ksɿta:～ksɿ:tazɿ（来た）、kuɡiᵏstaɿ～kuɡᶻiᵏstaɿ（漕

いで来た）、 
 
宮国方言 
強変化、弱変化、混合変化、不規則変化を問わず、語尾は-ta:である。 
 
強変化／asɿ ̥pʰɿta:（遊んだ）、u:ɡʒ:ta:（泳いだ）、iksta:/ikɿ ̥ta:（行った）、utu ̥sta:（落と

した）、idaɕita/idasɿta（出した）、piɾasï ̥ta:（行かせた）、mo ̝ʨi ̥ta:（持った）、num ̩ta:

（飲んだ）、fuzta:（降った）、po ̝zta（掘った）、muduɿta:（戻った）、kï:ta:（切った）、

nakaᶻɿta:（分けた）、fuzta: / fɿzta:（縛った）、kizta:（蹴った）、kauta:（買った）、ɸoota:

（食べた）、moɾauta: /moɾoota:（貰った）、bʲo:ta:（酔った）、aɾauta:（洗った）、u:ta: 
/uvta:/uʋta:（売った）、 

混合変化／uɾita:（降りた）、uci ̥ta:（落ちた）、sɿ ̥tita:（捨てた）ɸiita:（呉れた）、

pʰiŋɡita:/ɸiŋɡita:（逃げた）、 
不規則変化／kï:ta:/kï ̥ta:（来た）、kuɡiksta:（漕いできた）、kuɡiuta（漕いでいた）、 
 
与那覇方言 
強変化、弱変化、混合変化、不規則変化を問わず、語尾は-ta:である。 
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強変化／tubɿta:/tubɿtaɴ（飛んだ）、appɿta:（遊んだ）、ikˢɿ ̥ta:（行った）、kuɡɿta:（漕

いだ）、utusɿ ̥ta:（落とした）、idasɿta:（出した）、、mutsɿta:（持った）、numta:（飲ん

だ）、ffu ̥tta:（降った）、puzta:（掘った）、pi:ta:（行った、）kɿ ̥sɿ ̥ta:（切った）、ko:ta:

（買った）、aɾo:ta:（洗った）、fo:ta:（食べた）、bju:ta:（酔った）、ʋ:ta:/u:ta:（売った）、

kizɿta:（蹴った）、sɿmaᶻɿta:（縛った）、 
混合変化／uɾita:（降りた）、utita:（落ちた）、su ̥tita:（捨てた）、fi:ta:（呉れた）、bakita:

（分けた）、 
弱変化／zzita:（得た）、 
不規則変化／ksta:/kɿ ̥sɿ ̥ta:（来た）、kuɡɿdu sɿ ̥ta:（漕ぎゾした）、ʋ:dusɿta:（売りゾした）、

bju:i uta:（酔っていた）、tubɿdu sɿ ̥ta:（飛びゾした）、 
 
来間方言 
強変化、混合変化、不規則変化を問わず、語尾は-taɿ である。古代語弱変化に対応する動

詞の語形が得られていない。強変化の語尾は-ztaɿ、-ɿtaɿ、-taɿ であり、混合変化の語尾は

-taɿ である。 
 
強変化／tubz ̩taz ̩/tubz ̩taɿ（飛んだ）、aspɿtaɿ（遊んだ）、numutaɿ11（飲んだ）、kudztaɿ（漕

いだ）、iʦtaɿ（行った）、piɿtaɿ/piᶻɿtaɿ（行った）、utu ̥staz ̩/utu ̥staɿ（落とした）、idastaɿ

（出した）、puztaɿ（掘った）、sɿmaɿtaɿ/smaztaɿ（縛った）、f ̩f ̩taɿ（降った）、ʦs ̩taɿ/ʦs ̩taz ̩

（切った）、muroːtaɿ（貰った）、uːtaɿ（売った）、foːtaɿ（食った）、koːtaɿ（買った）、

aɾoːtaɿ（洗った）、bʲuːtaɿ（酔った）、／kiz ̩taz/kiz ̩taɿ（蹴った）、 
混合変化／uɾitaz ̩/uɾitaɿ（降りた）、uti ̥taz（̩落ちた）、sti ̥taz ̩/sti ̥taɿ（捨てた）、fi:taɿ（呉

れた）、baki ̥taɿ（分けた）、piŋɡitaɿ（逃げた）、 
不規則変化／ʦstaɿ/ʦtaɿ（来た）、kuɡiʦtaɿ（漕いできた）、uɾiʦtaɿ/ʦs̩taɿ（降りてきた）、

muɾaiʦɿ ̥taɿ（貰ってきた）、ikʲu:taz/ikʲu:taɿ（行っていた）、mmʲaɿtaɿ（いらっしゃった）、

uːɡi ʦtaɿ（泳いできた） 
 
久貝方言 
強変化、弱変化、不規則変化を問わず、語末は-ta:である。強変化の語尾は-sta:、-ɿta:、

-ta:、弱変化の語尾は-ta:である。 
 
強変化／aspsta:（遊んだ）、kuɡᶻɿta:（漕いだ）、ikˢɿ ̥ta:（行った）、utasta:（落とした）、

idasta:（出した）、mutsta:（持った）、numta:（飲んだ）、fʋmta:（履いた）、fuᶻɿta:（降

                                                   
11 他の下位方言の強変化 m 語幹動詞のばあい、語尾に母音があらわれないが、ここでは u
があらわれている。確認が必要か。 
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った）、puzta:（掘った）、pi ̥ˑta:（行った）、kˢɿ ̥ta:（切った）、kiᶻɿ ̥ta:/kiᶻɿta:（蹴った）、

sɿmaɿta:（縛った）、naka:zta:（分けた）、ko:ta:（買った）、aɾo:ta:（洗った）、fo:ta:

（食べた）、moro:ta:（貰った）、bju:ta:（酔った）、v:ta:（売った）、nivta:（眠った）、

kaʋta:（被った）、ffta:（閉じた）、anta:（言った）、snta:（死んだ）、 
弱変化／uɾita:（降りた）、utita:（落ちた）、ukita:（起きた）、sɿ ̥tita:（捨てた）、kiɕita:

（着た）、fi:ta:（呉れた）、smita:（洗った）、piŋ ̩ɡipi ̥ta:（逃げた）、／mi:ta:（見た）、

zʑita:（得た）、biʑita:（坐った）、 
不規則変化／kˢɿ ̥ta:（来た）、kuɡikˢɿ ̥ta:（漕いで来た）、sta:（した）、uta:（居た）、ata:

（有った）、ariuta:～arju:ta:（有った）、bju:iuta:酔っていた）、tatɕi:uta:（立っていた）、

niviuta:（眠っていた）、 
 
島尻方言 

島尻方言の過去形の語末は、ta:がおおく、ta、taz もあらわれている。強変化の語尾は

-sta:、-zta:、-uta:、-ta:、弱変化の語尾は-taz である。 
 

強変化／tubzta:（飛んだ）、appsta:（遊んだ）、kugzta:（漕いだ）、iksta:（行った）、utusta:/ 
utusta（落とした）、idasta:（出した）、mutsta（持った）、nunta:（飲んだ）、fʋnta:/ fnta:

（履いた）、puzta:（掘った）、ffta:/ffʋtaɿ（降った）、pizta:（行った）、kssta:（切った）、

kauta:（買った）、arauta:（洗った）、faʋta:（食べた）、bju:taz（酔った）、kavta:（被

った）、njiʋta:（眠った）、ffta:/ ffʋta:（閉じた）、azta:（言った）、v:ta:/ʋ:ta:（売った）、

fgzta:（縛った）、kizta:（蹴った）、bz:ta:（坐た）、snta:（死んだ）、 
弱変化／urita:（降りた）、utɕita:（落ちた）、stɕita:（捨てた）、fi:ta:（呉れた）、bakitaz

（分けた）、ukitaz/ukita:（起きた）、／mi:ta:（見た）、zʑitaz（得た）、ʃʃitaz（着た）、、 
不規則変化／ssta:（来た）、ssta:（した）、ata:（有った）、u:ta:/ uta:（居た）、 
 
狩俣方言 
狩俣方言の過去形の語尾には、-taz のほかに-daz があらわれている。nundaz（飲んだ）

の daz は音便化したようにもみえるが、-daz が強変化 asʋdaz（遊んだ）と弱変化 uridaz（降

った）、utidaz（落ちた）の別なくあらわれていること、sntaz/sndaz（死んだ）、ɕimitaz/ɕimidaz
（閉めた）のように同じ動詞で-taz と-daz の変種がみられることから、この有声音化の減

少は音便ではなく、音声的な変種であるとかんがえる。したがって、狩俣方言の強変化の語

尾は-itaz と-taz、弱変化の語尾は-taz である。 
 
強変化／tubitaz/tuʋtaz（飛んだ）、asʋdaz（遊んだ）、kugitaz/kuʋtaz（漕いだ）、iftaz/ikitaz

（行った）、utastaz（落とした）、idastaz（出した）、mutstaz（持った）、nundaz（飲

んだ）、puztaz（掘った）、ffʋtaz（降った）、ksstaz（切った）、kaztaz/ko:ta:/ ko:taz（買
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った）、aro:daz（洗った）、fo:taz（食べた）、bju:ztaz（酔った）、kaʋtaz（被った）、njiʋtaz
（眠った）、ffitaz（閉じた）、aztaz（言った）、ʋ:taz（売った）、ks:daz（蹴った）、smaztaz
（縛った）、sntaz/sndaz12（死んだ）、 

弱変化／uridaz（降りた）、utidaz（落ちた）、ɕitidaz（捨てた）、fi:taz（呉れた）、ŋgidaz
（帰った）、taskaritaz（助かった）、ukitaz（起きた）、ɕimitaz/ɕimidaz（閉めた）、／

mi:daz（見た）、ʑʑitaz（得た）、kiitaz（着た）、biʑitaz（坐た）、 
不規則変化／ksstaz（来た）、kugiftaz（漕いできた）、astaz（した）、ataz（有った）、utaz

（居た）、 
 
池間方言 
池間方言の過去形の語尾は、強変化、弱変化、不規則変化のいずれも-tai である。 
 

強変化／aɕibitai～aɕu:tai（遊んだ）、kugitai（漕いだ）、ifutai～ikitai（行った）、utaɕitai
（落とした）、idaɕitai（出した）、muttai（持った）、nuntai（飲んだ）、mmitai（履い

た）、fu:tai（降った）、fuitai（掘った）、muduitai（戻った）、hatai（行った）、kiritai
（切った）、ɕɿmaɾitai（縛った）、kautai～kaʋtai～kaitai（買った）、vvitai（売った）、

faitai～fautai～faʋtai（食べた）、bju:itai（酔った）、araitai（洗った）、aitai（言った）、

kavvitai（被った）、ffitai（閉じた）、nʲu:tai（眠った）、taskaitai（助かった）、ki:tai
（蹴った）、ttɕaddaN（切れなかった13）、 

弱変化／ukitai（起きた）、uritai（降りた）、utɕita:（落ちた）、bakitai（分けた）、uʣɿmitai
（埋めた）、piŋgita（逃げた）、fi:tai（呉れた）、／mi:tai（見た）、tsɿitai～ttitai（着

た）、bi:tai（坐た）、ddʑitai（得た）、 
不規則変化／ku:ɴ（来ない）、ɸuN（しない）、nja:N（ない）、 
不規則変化／ttai（来た）、asɿtai/aɕitai（した）、aru:tai（有った）、uru:tai（居た）、 
 
国仲方言 
得られた語形はすくないが、強変化、混合変化、弱変化、不規則変化のいずれも語末に-tal ̩

が主としてみられ、一部に ta:がある。 
 
強変化／Nɡital（̩行った）、pʲal ̩tal（̩行った）、kaʋtal（̩被った）、ɸum ̩tal（̩履いた）、nivtal ̩

（眠った）、sɿNtal ̩（死んだ）、 
混合変化／ɕime ̝tal ̩（閉じた）、okital ̩（起きた）、 

                                                   
12 過去形の sntaz/sndaz（死んだ）は、強変化型の活用形だが、否定形 sniŋ（死なない）は

弱変化の活用形である。混合変化であるが、古代語とはことなる混合のしかたをしている。 
13 日本語訳は「切れなかった」となっているが、活用は強変化型のようである。「切らなか

った」か。 

84



消滅危機方言の調査・保存のための総合的研究 南琉球宮古方言調査報告書 
 2012 年 8 月 1 日 国立国語研究所 

 

 
 

弱変化／mi:tal ̩（見た）、ʦɿ:ta:（着た）、bɿ:ta:/bɿzta:（坐た）、 
不規則変化／asta:l ̩（した）、atal ̩（有った）、o ̝tal ̩（居た）、taʨii o ̝tal ̩（立っていた）、 
 

４．１ 過去形の考察（1）－音便の有無 

日本語において平安時代の動詞語幹に発生した音便とよばれる音韻変化が『おもろさうし』

および北琉球諸語にもみられる。音便とは、強変化の語幹末子音と語尾が音韻変化して再編

されて替わり語幹をもつことをいう。替わり語幹をもつ活用形は、過去形、シテ中止形であ

り、シテ中止形を要素にもつ派生形式にもみられる。 

宮古語の強変化の k 語幹動詞、g 語幹動詞のイ音便も、b 語幹動詞の撥音便も、t 語幹動詞、

r 語幹動詞の促音便もみられない。北琉球諸語にみられる s 語幹動詞のイ音便もみられない。

m 語幹動詞のばあい、語尾頭母音 i の音消失はみられるが、撥音便はみられない。そして、

北琉球諸語の強変化の脱落音便もみられない。宮古語のばあい、音便語幹を設定する必要は

ないことがわかる。 
おもろさうしの b 語幹動詞、m 語幹動詞のばあい、語幹末子音とシテ中止形の語尾 ite の

頭母音 i が脱落し、語尾 t が有声音化したデ de に変化している。tsu-de つで＜tsuNde つん

で＜tsum-ite つみて（積んで）。era-de えらで＜eraNde えらんで＜erab-ite えらびて（選

んで）。語幹と語尾の境界の音節 mi、bi が融合して撥音 N に変化し語尾の t を有声音化さ

せたのち脱落したものと推定される。mi＞N、bi＞N の変化は口蓋音化が発生するまえにお

きている。 

r 語幹動詞のばあい、語幹末子音と語尾頭母音が脱落している。語幹末子音 r とシテ中止

形の語尾 ite の頭母音 i が脱落しているが、語尾 t の有声音化はみられない。ino-te いのて＜

inoQte いのって＜inor-ite いのりて（祈って）。口蓋音化が発生するまえに語尾頭母音 i の
脱落して促音が発生した、のちに促音も脱落したとみられる。 

語幹末子音が w のばあい語幹末子音と語尾頭母音が融合して u 音便化して、さらに脱落し

ている。古代語ハ行子音の p の語中での摩擦音化、有声音化、唇音退化（ハ行転呼音）とウ

音便化がおきたものとかんがえる。wara-te わらて＜waraute わらうて＜waraw-ite わらひ

て（笑って）。ri＞Q の変化も wi＞u の変化も口蓋音化が発生するまえにおきている。 

k 語幹動詞、s 語幹動詞、g 語幹動詞のばあい、語幹末子音の消失と語尾頭母音 i 脱落し語

尾頭子音 t が口蓋化した tɕ に変化している。da-tɕe だちぇ＜da-itɕe だいちぇ＜dak-ite だき

て（抱いて）。wata-tɕe わたちぇ＜wata-itɕe わたいちぇ＜wataɕ-ite わたして（渡して）。

ko-dʑe こじぇ＜ko-idʑe こいじぇ＜kog-ite こぎて（漕いで）。語幹末子音の脱落した脱落音

便がみられる。なお、g のばあい語尾頭子音が有声音化してジェ dʑe に変化しているのは、

イ音便化のまえに有声音化していたためである。 
t 語幹動詞のばあい、語尾の t が口蓋音化している。motɕ-itɕe もちちぇ＜motɕ-ite もちて

（持って）。語尾頭子音 i の影響による口蓋音化と破擦音化はみられるが、いかなる音便も

みられない。 
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語幹末が母音になる弱変化は、いかなる音便もおきていない。ore-te おれて（降りて）。

ake-te あけて（開けて）。なお、語幹末母音が i になる動詞は、i の影響をうけて語尾にふ

くまれる t の口蓋化がおきている。mi-tɕe みちぇ＜mi-te みて（見て）。mitɕi-tɕe みちちぇ

＜mitɕite みちて（満ちて）。 
『おもろさうし』においてみられる音便現象は、北琉球諸語にひきつがれている。 
 

tudi（飛んで）、iradi（選んで）、nudi（飲んで）、 
huti（降って）、huti（掘って）、ʔarati（洗って）、warati（笑って） 
datʃi（抱いて）、katʃi（書いて）、kudʒi（漕いで）、tudʒi（砥いで） 
ukutʃi（起こして）、watatʃi（渡して）、 
nitʃi（煮て）、n:tʃi（見て） 
 

なぜ宮古語が音便語幹を有しないのか、それは宮古語のふるさを意味するのか、まだ断定

はできない。しかし少なくとも、南琉球諸語では音便現象がみられないので、琉球祖語から

南琉球諸語が分岐したときにはまだ音便はおきておらず、「おもろさうし」が編纂された 1500

年代にすでに音便が発生していたことを考慮すると、『おもろさうし』の書かれる以前には

北琉球諸語と南琉球諸語が分岐し、分岐後に北琉球諸語で音便がおきたとみることができる。 

  

４．２ 過去形の考察（2）－語幹にあらわれるシ中止形 

過去形の注目すべきもうひとつの点は、過去形が外形的にはシ中止形に ta、ta:、tai、tazɿ

が接続していることである。これは、音便現象が発生する以前の古代語のシタリ（した）、ノ

ミタリ（飲んだ）、ウケタリ（受けた）とおなじである。もちろん、宮古語においてはさまざ

まな音韻変化がおきており、古代語のシ中止形がそのまま保存されているわけではない。 

シ中止形が本来の連用形の用法ではほとんどあらわれず、形つくりや単語つくりの要素と

してしかみられないので、宮古語の過去形の語幹部分をみることで、宮古語のシ中止形の形

式がどのような音声形式であらわれるかを知ることができる。  

かりまたしげひさ（1999）でものべたが、宮古語の平良方言や保良方言など宮古島の中央

部から南部地域の下位方言の強変化の b 語幹動詞、k 語幹動詞、g 語幹動詞の代表形は、シ

中止形に由来する形式が表われる。このことから宮古語の代表形は、シ中止形に由来する形

式の可能性があると論じた。しかし、後述するように狩俣方言や池間方言にはスル終止形あ

るいはスル連体形に由来する形式もあらわれる。シ中止形の形式を確認することのできる過

去形は、宮古語の動詞代表形の起源を検討するうえでも重要である。 
古代日本語の強変化の終止形叙述法断定非過去形（以下、ス終止形）と連体形非過去（以

下、スル連体形）はホモニムなので、保良方言の kau（買う）、arau（洗う）、島尻方言の ko:
（買う）、aro:、（洗う）、などの＊w 語幹動詞がス終止形とスル連体形のいずれに由来するか

を特定出来ない。宮古語強変化の m 語幹動詞、s 語幹動詞、t 語幹動詞、r 語幹動詞は、古代
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語のシ中止形、ス終止形、スル連体形のいずれに由来するか特定することができない。 
古代語の弱変化も宮古語の弱変化も、シ中止形とス終止形は形式がことなるが、ス終止形

とスル連体形は古代語でも宮古語でもホモニムであり、ス終止形とスル連体形のいずれに由

来するかを特定できない。いっぽう、古代語の混合変化は、シ中止形とス終止形とスル連体

形の形式がことなり、宮古語でもそのあらわれ方がことなるので、古代語混合変化に対応す

る宮古語の動詞について検討することは重要である。 
以下、強変化と弱変化と混合変化にわけて過去形を検討するが、強変化は、b 語幹動詞、k

語幹動詞、g 語幹動詞、＊w 語幹動詞のあらわれかたをみる。 
 

４．２．１ b 語幹動詞 

b 語幹動詞の過去形、「飛んだ」が調査票にあがっているが、宮国、久貝、池間では「遊ん

だ」の過去形しかえられていない。どの地点にもシ中止形＊tobi、＊asubi に由来する形式が

みられるが、狩俣、池間は、シ中止形由来形式のほかに、ス終止形あるいはスル連体形＊tobu、
＊asubu に由来する tuʋ と aɕu:があらわれている。 

 
tubzta:（保良）、tuvzɿtazɿ～tubzɿtazɿ（砂川）、tubɿta:/tubɿtaɴ（与那覇）、tubz ̩taz ̩/tubz ̩taɿ
（来間）、tubzta:（島尻）、tubitaz/tuʋtaz（狩俣）、asɿ ̥pʰɿta:（宮国）、aspsta:（久貝）、

aɕibitai～aɕu:tai（池間） 

 
４．２．２ g 語幹動詞 

b 語幹動詞の過去形は、「漕いだ」が調査票にあがっているが、宮国では「泳いだ」の過去

形しかえられていない。どの地点にもシ中止形＊kogi、＊ojogi に由来する形式がみられるが、

狩俣では、シ中止形由来形式のほかに、ス終止形あるいはスル連体形＊kogu に由来する kuʋ

もあらわれている。 
 
kugzta:（保良）、kugzɿtazɿ（砂川）、kuɡɿta:（与那覇）、kudztaɿ（来間）、kuɡᶻɿta:（久

貝）、kugzta:（島尻）、kugitaz/kuʋtaz（狩俣）、kugitai（池間）、u:ɡʒ:ta:（宮国）、 
 

４．２．３ k 語幹動詞 

k 語幹動詞の過去形は、「行った」が調査票にあがっている。どの地点にもシ中止形＊iki
がみられるが、狩俣、池間は、シ中止形由来形式のほかに、ス終止形あるいはスル連体形＊iku
に由来する if があらわれている。 

 
iksta:（保良）、iksɿtaᶻɿ～iksta:（砂川）、iksta:/ikɿ ̥ta:（宮国）、ikˢɿ ̥ta:（与那覇）、iʦtaɿ
（来間）、ikˢɿ ̥ta:（久貝）、iksta:（島尻）、iftaz/ikitaz（狩俣）、ifutai～ikitai（池間）、 
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４．２．４ ＊w 語幹動詞   

＊w 語幹動詞の過去形は、「買った」「食らった」「洗った」「酔った」「言った」が調査票に

あがっている。「買った」の語形をみる。どの地点にもス終止形あるいはスル連体形の＊kawu
に由来する kau、あるいは ko:がみられる。狩俣、池間は、ス終止形あるいはスル連体形由

来形式のほかに、シ中止形＊kawi に由来する kai があらわれている。 
 
kaʋta:（保良）、kautazɿ（砂川）、kauta:（宮国）、ko:ta:（与那覇）、ko:taɿ（来間）、ko:ta:

（久貝）、kauta:（島尻）、kaztaz/ko:ta:/ ko:taz（狩俣）、kautai～kaʋtai～kaitai（池間）、 
 

４．２．５ 弱変化 

弱変化の過去形は、「見た」「着た」「蹴った」「得た」「坐た」が調査票にあがっている。す

べての地点で「蹴る」は強変化であらわれ、「着た」も強変化であらわれる地点がすくなくな

い。ここでは「見た」をあげるが、与那覇は「得た」をあげる。砂川、宮国、来間は弱変化

がえられていない。「見た」「得た」にかぎらず得られた弱変化の過去形ではシ中止形に由来

する形式があらわれている。 
 
mi:ta:（保良）、mi:ta:（久貝）、mi:ta:（島尻）、mi:daz（狩俣）、mi:tai（池間）、mi:tal ̩
（国仲）、zzita:（与那覇）、 
 

４．２．６ 混合変化 

混合変化の過去形は、「降りた」「落ちた」「捨てた」「呉れた」「起きた」「が調査票にあが

っている。ここでは「起きた」を検討するが、砂川、宮国、与那覇、来間では「起きた」が

えられていないので、「落ちた」をあげる。どの地点もシ中止形＊oke、＊ote に由来する形式

がみられる。「起きた」「落ちた」にかぎらず、混合変化はシ中止形に由来する形式があらわ

れている。 
古代語の混合変化は、シ中止形の語幹末の母音が i があらわれるタイプ（「上二段」）と e

があらわれるタイプ（「下二段」）があるが、琉球諸語の混合変化は、母音 e のあらわれるタ

イプしかみられない。 
 
ukita:（保良）、utitaᶻɿ～utita:（砂川）、uci ̥ta:（宮国）、utita:（与那覇）、uti ̥taz（̩来間）、

ukita:（久貝）、ukitaz/ukita:（島尻）、ukitaz（狩俣）、ukitai（池間）、okital ̩（国仲）、 

 

狩俣方言、池間方言以外の下位方言では b 語幹動詞、g 語幹動詞、k 語幹動詞にシ中止形

があらわれるのに対して、狩俣方言、池間方言では、シ中止形とス終止形（あるいはスル連

体形）に由来する 2 形式が並存している。＊w 語幹動詞ではス終止形（あるいはスル連体形）

に由来する形式があらわれている。また、混合変化と弱変化は、いずれの地点もシ中止形に
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由来する形式があらわれている。 
なぜ狩俣方言、池間方言の g 語幹動詞、k 語幹動詞にはシ中止形に由来する形式の期待さ

れるところにス終止形（あるいはスル連体形）に由来する形式があらわれるのか、なぜ＊w
語幹動詞は、シ中止形に由来する形式の期待されるところにス終止形（あるいはスル連体形）

に由来する形式があらわれるのか、代表形の形式とあわせて検討が必要であろう。 
 

５ 代表形 

古代語の強変化と弱変化は、シ中止形とス終止形の形式はことなるが、ス終止形とスル連

体形はホモニムになる。古代語の「有る」「居る」はス終止形とスル連体形はことなるが、シ

中止形とス終止形はホモニムになる。シ中止形、ス終止形、スル連体形の 3 者がことなるの

は、混合変化と「死ぬ」「来る」「する」である。 
宮古語のばあい、語幹末が k、g、b、＊w になる強変化の代表形は、シ中止形由来形式な

のか、ス終止形あるいはスル連体形に由来する形式なのかを判別できるが、ス終止形あるい

はスル連体形のいずれに由来するのか判別できない。mi＞m、mu＞m、si＞s、su＞s、tsi
＞ts、tsu＞ts、ri＞z、ru＞z などの音韻変化がおきているので、語幹末が m、s、ts、r にな

る強変化、および、不規則変化の「する」「居る」「有る」は、代表形の形式がシ中止形、ス

終止形、スル連体形のどれに由来するかを判別できない。強変化化した sn（死ぬ）も ni＞n、
nu＞n の音韻変化があるので、その由来形式の判別がむつかしい。弱変化と不規則変化の「来

る」は、シ中止形由来なのか、ス終止形由来なのか判別できるが、ス終止形由来なのかスル

連体形由来なのかを判別できない。混合変化だけが、シ中止形由来なのか、ス終止形由来な

のか、スル連体形由来なのかを判別できる。 
沖縄島方言の焦点化助辞をふくむ強調文は、文末に連体形とホモニムの強調形があらわれ

て、du 無しの文の代表形とことなる形式があらわれるが、宮古語のばあい、焦点化助辞=du
の有無にかかわらず、文末の述語形式はおなじ形があらわれる14。したがって、本報告では

=du の有無を無視して代表形の語形をあげる。 
 

18) pa ̥tume: ta ̥kame: tubz ̩（鳩も鷹も飛ぶ）。（来間） 
19) ta ̥kanudu tubz ̩（鷹が飛ぶ）。（来間） 
20) sarumai ki:kara utɕi．（猿も木から落ちる。）（保良） 
21) m:na umandu uri．（みんなそこに降りる。）（保良） 
22) maznudu ama:tta ari uz15．（米がたくさん有っている。）（島尻） 
23) ssuznu arittɕi taskari: uz．（薬があって助かっている。）（島尻） 

                                                   
14 かりまたしげひさ（2011）でも焦点化助辞の有無が終止形の活用形を支配していないこ

とをのべている。 
15 az（有る）のアリ中止形に存在動詞 uz を組み合わせた形式の ari uz（有っている）は、

物の一時的なアクチュアルな存在をあらわす。今後の詳細な確認と検討が必要である。 
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保良方言 

保良方言の代表形は、強変化（tubz（飛ぶ）など）も混合変化（uki（起きる）など）も

弱変化（ksɿ:（着る）など）も不規則変化 ksɿ:（来る）もシ中止形由来形式があらわれてい

る。強変化の＊w 語幹動詞（kʰaʋ（買う）など）はス終止形由来形式、あるいはスル連体形

由来形式である。sɿŋ ̩～s ̩n ̩（死ぬ）は強変化のシ中止形由来形式、あるいはスル連体形由来

形式である。 
 
強変化／tubz（飛ぶ）、asɿ ̥psɿ ̥～asɿ ̥bɿ ̥（遊ぶ）、kugz（漕ぐ）、iks（行く）、piz（行く）、

utus～utusɿ（落とす）、idasɿ（出す）、mutsɿ（持つ）、num（飲む）、puzɿ（̥掘る）、fʋ ̩z
（降る）、ksɿ:（切る）、ftts（縛って）、smaz（縛る）、kʰaʋ（買う）、fɔʋ（食べる）、aɾɔʋ
（洗う）、bju:（酔う）、kaʋ ̩～kaf ̩（被る）、fʋ ̩:（閉じる）、niv ̩（眠る）、az ̩（言う）、vvɿ ̥

（売る）、sɿŋ ̩～s ̩n ̩（死ぬ）、／kiz ̩（蹴る）、ksɿ:（着る）、bzɿ:（坐る）、 
混合変化／stɕi（捨てる）、uri（降りる）、utɕi（落ちる）、ffi:（呉れる）、uki（起きる）、

／mi:（見る）、i:（得る）、 
不規則／ksɿ:（来る）、sɿ:（する）、uz ̩～u:（居る）、aɿ（有る）、nʲa:ŋ ̩（無い）、 
 

砂川方言 
砂川方言の強変化（asɨ ̥pˢɨ（遊ぶ）など）と不規則変化 ksɿ:/ksᶻɿ:（来る）は、シ中止形

由来形式である。混合変化は語例はすくないが、s ̩ti（捨てる）はシ中止形由来形式のようで

ある。弱変化は語例がえられていない。強変化の＊w 語幹動詞（kau（買う）など）はス終止

形由来形式、あるいはスル連体形由来形式である。 
 
強変化／asɨ ̥pˢɨ（遊ぶ）、kuɡuˢɿ/kuɡuᶻɿ16（漕ぐ）、ikˢɿ/ikɿs（行く）、fuᶻɿ（降る）、utusɿ

（落とす）、idasɨ（出す）、muʦɨ（持つ）、ksᶻɿ（切る）、sɿmaɾi17（縛る）、puᶻɨ（掘る）、

num（飲む）、kau（買う）、fou/fau（食べる）、aɾau（洗う）、muɾau（貰う）、bju:（酔

う）、kaʋ（被る）、ʋ:/ʋʋu（売る）、kiᶻɿ（蹴る）、 
混合変化／s ̩ti（捨てる）、uɾitʨa:（降りるって・伝聞か）、utidu sɿ:/sɿᶻɿ（落ちゾする）、 
弱変化／語例なし 
不規則／ksɿ:/ksᶻɿ:（来る）、sɿ:/sɿᶻɿ（する）、uᶻɿ（居る）、 
 

宮国方言 
宮国方言の強変化（ikˢi（行く）など）と不規則変化 kï:（来る）は、シ中止形由来形式で

ある。混合変化は語例はすくないが、uci（落ちる）はシ中止形由来形式のようである。弱変

                                                   
16 得られた語形からは＊kogoru、あるいは＊kogori が推定される。 
17 sɿmaɾi は「縛れ」か。 
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化は語例がえられていない。強変化の＊w 語幹動詞（kau（買う）など）はス終止形由来形式、

あるいはスル連体形由来形式である。 
 
強変化／butuki（̥飛ぶ）、kuɡi（漕ぐ）、ikˢi（行く）、fuɿ（降る）、utu ̥su（落とす）、idaɕi

（出す）、kï ̥si（切る）、mo ̝ʦɿ（̥持つ）、kau（買う）、aɾau（洗う）、ɸau/ɸoo（食べる）、

bʲu: dusɿ:（酔いゾする）、u:/uv（売る）、kiz（蹴る）、 
混合変化／sï ̥ciu18（捨てる）、uɾiɾu19（降りる）、uci（落ちる）、ɸi:（呉れる） 
弱変化／語例なし 
不規則／kï:（来る）、u:（居る）、 

 
与那覇方言 

与那覇方言の強変化（kuɡɿ（漕ぐ）など）と不規則変化 kɿ ̥sɿ ̥（来る）は、シ中止形由来

形式である。混合変化は語例はすくないが、uti:（落ちる）はシ中止形由来形式で、sutiᶻɿ（捨

てる）は、スル連体形由来形式のようである。弱変化は語例がえられていない。強変化の＊

w 語幹動詞（ko:（買う）など）はス終止形由来形式、あるいはスル連体形由来形式である。 
 
強変化／tubɿdu sɿ（飛びゾする）、kuɡɿ（漕ぐ）、ikˢɿ（行く）、utusɿ ̥（落とす）、idasɿ

（出す）、mutsɿ（持つ）、num（飲む）、puzɿ（掘る）、ffɿ（̥降る）、kɿ ̥sɿ（̥切る）、sɿmaɿ
（縛る）、ko:（買う）、fo:（食べる）、aɾo:（洗う）、bju:（酔う）、kɿ:dusu/kizɿ（蹴る）、 

混合変化／sutiᶻɿ（捨てる）、uɾiɾu（降りろ）、uti:（落ちる） 
弱変化／語例なし 
不規則／kɿ ̥sɿ ̥（来る）、sɿ（する）、uɿ（居る）、  

 
来間方言 

来間方言の強変化（tubz ̩（飛ぶ）など）と不規則変化 ʦsɿ（来る）は、シ中止形由来形式

である。混合変化（uɾiᶻɿ（降りる）など）はスル連体形由来形式である。強変化の＊w 語幹

動詞（ko:（買う）など）はス終止形由来形式、あるいはスル連体形由来形式である。 
 
強変化／tubz ̩（飛ぶ）、aspi20（遊ぶ）、kudzɿ（漕ぐ）、iʦ/iʦɿ（行く）、utu ̥sɿ（落とす）、

idaɕe:21（出す）、muʦu/muʦɿ（持つ）、num（飲む）、puɿ（掘る）、ffʋ（̩降る）、samaɿ22

（縛る）、ʦs ̩/ʦsɿ ̥（切る）、v:（売る）、ko:（買う）、fo:（食べる）、muɾoa（貰う）、aɾoa

                                                   
18 sï ̥ciu は「捨てている」か。 
19 uɾiɾu は「降りろ」か。 
20 aspi は「遊べ」か。 
21 idaɕe:は「出せ（命令形）」か。 
22 smaɿ か。 

91



かりまたしげひさ「宮古語の動詞活用－代表形、否定形、過去形、中止形－」 

（洗う）、bʲu:（酔う）、／kiz ̩/kiɿ（蹴る）、／  
混合変化／stiɿ/stiz ̩（捨てる）、uɾiᶻɿ（降りる）、utidus/utidusɿ ̥ ̟（落ちゾする）、uti ̥mdo:

（落ちるぞ）、fi:ɿ（呉れる）、 
不規則／ʦsɿ（来る）、nʲa:ŋ（無い）、 

 
久貝方言 

久貝方言の強変化（tubᶻɿ（飛ぶ）など）と不規則変化 kˢɿ ̥sɿ ̥/ks:（来る）は、シ中止形由来

形式である。混合変化（ukiz（起きる）など）と弱変化（mi:z（見る）など）は、スル連体

形由来である。強変化の＊w 語幹動詞（ko:（買う）など）は、ス終止形由来、あるいはスル

連体形由来形式である。s ̩n ̩（死ぬ）は、強変化のス終止形由来、あるいはスル連体形由来形

式である。 
 
強変化／tubᶻɿ（飛ぶ）、asps（遊ぶ）、kuɡᶻɿ（漕ぐ）、ikˢɿ（行く）、utasɿ（̥落とす）、idas

（出す）、muts（持つ）、num（飲む）、sɿmaᶻɿ（縛る）、puz（掘る）、fuᶻɿ（降る）、ki ̥ɕi
（切る）、kiᶻɿ（蹴る）、ko:（買う）、moro:（貰う）、fo:（食べる）、bju:（酔う）、aɾo:
（洗う）、kav（被る）、ffʋ ̩（閉じる）、niv ̩（眠る）、v:（売る）、andz ̩（言う）、s ̩n ̩（死

ぬ）、 
弱変化／ukiz（起きる）、stiᶻɿ（捨てる）、uɾiᶻɿ（降りる）、utiᶻɿ（落ちる）、 

fi:z（呉れる）、ukiz（起きる）、／mi:z（見る）、biʑiz（坐る）、kiɕiz（着る）、 
不規則／kˢɿ ̥sɿ ̥/ks:（来る）、ss（する）、u:（居る）、az（有る）、nʲa:ŋ ̩（無い）、 
 

島尻方言 
島尻方言の強変化（tubz（飛ぶ）、kugz（漕ぐ）など）と不規則変化 ss（来る）は、シ中

止形由来形式である。混合変化はスル連体形由来である。ただし uriz/uri（降りる）はスル

連体形由来とシ中止形由来が並存しているようである。弱変化は、mi:z がスル連体形由来で、

bz:がシ中止形由来である。語例がすくなく確定できない。強変化の＊w 語幹動詞はス終止形

由来、あるいはスル連体形由来形式である。sniz（死ぬ）は混合変化のスル連体形由来であ

る。 
 
強変化／tubz（飛ぶ）、kugz（漕ぐ）、iks（行く）、ffʋ/ff（降る）、utus（落とす）、kizdus

（蹴りゾする）、kss（切る）、fgz（縛る）、puz（掘る）、muts（持つ）、kau（買う）、

v:（売る）、nun（飲む）、fau/fao/fo:（食べる）、apps（遊ぶ）、bju:（酔う）、aɾau（洗

う）、kav（被る）、ff/ffʋ ̩（閉じる）、niv ̩（眠る）、az ̩（言う）、bz:（坐る）、 
弱変化／stɕiz（捨てる）、uriz/uri（降りる）、utɕiz（落ちる）、ffi:z（呉れる）、zʑiz（得

る）、ukiz（起きる）、sniz（死ぬ）、／mi:z（見る）、ss（着る）、 
不規則／ss（来る）、ss（する）、az（有る）、uz ̩（居る）、nʲa:ŋ ̩（無い）、  
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狩俣方言 

狩俣方言の強変化（tubi（飛ぶ）など）は、シ中止形由来形式であり、（tuʋ（飛ぶ）など）

はス終止形、あるいはスル連体形由来形式であって、ふたつの形式が並存している。混合変

化（uʨi/utɿz（落ちる）など）もシ中止形由来とスル連体形由来が並存している。弱変化は、

mi:がシ中止形由来で、bz:z がスル連体形由来である。kss:（着る）はどちらなのか確定でき

ない。強変化の＊w 語幹動詞（ko:（買う）など）はス終止形由来形式、あるいはスル連体形

由来形式である。snɿz（死ぬ）は混合変化のスル連体形由来である。不規則変化 ffu/ff（来

る）はス終止形なのかスル連体形なのか両方の可能性があって確定できない。 
 
強変化／tubi/tuʋ（飛ぶ）、asuʋi/asʋ（遊ぶ）、kuɡi/kuʋ（漕ぐ）、ifu/if（行く）、utasɿ ̥: /utas ̩

（落とす）、idas（出す）、mutsɿ/muts（持つ）、num～nuŋ（飲む）、ffu／fʋ:（降る）、pɸɿ/ᵖɸ: 
/puz（掘る）、kiɾi/kss（切る）、sïmaɾi/smaz（縛る）、ko:（買う）、aɾo:（洗う）、fo:/ɸo:

（食う）、bʲu: /bʲu:z（酔う）、kavvi/kaʋ（被る）、ffi（閉じる）、niʋ（眠る）、az（言う）、

ʋ ̩:（売る）、ki:/ks:dus（蹴る）、  
弱変化／uriz（降りる）、uʨi/utɿz（落ちる）、ukɿ～ukɿz（起きる）、fɿ/fɿ ̥//fɿ ̥:（呉れる）、

sïti/sïtidu/sɿtɿ（捨てる）、kadz:z（掘る・かじる）、snɿz（死ぬ）、／mi:（見る）、kss:
（着る）、bzz:z（坐る）、iʑitaᶻɿ/ʑʑidaz（得る）、 

不規則／ffu/ff（来る）、as（する）、uz（居る）、az（有る）、nʲa:ŋ ̩（無い）、 
 

池間方言 
池間方言の強変化（tubi（飛ぶ）など）は、シ中止形由来形式である。強変化の＊w 語幹

動詞（kau（買う）など）はス終止形由来形式、あるいはスル連体形由来形式である。語例

がすくなく確定できないが、混合変化（uki:（起きる）など）はシ中止形由来であろうか。

しかし、スル連体形由来形式の可能性を現段階では否定できない。 
弱変化 biʑi（坐る）などもシ中止形由来であろう。これも現段階ではス終止形由来形式、

あるいはスル連体形由来形式の可能性を否定できない。混合変化、弱変化の用例をふやしな

がら、池間方言でおきた音韻変化を検討しなければならない。ɕinʲi（死ぬ）は混合変化のシ

中止形由来であろう。 
 
強変化／tubi（飛ぶ）、kugi（漕ぐ）、ifu（行く）、idaɕi（出す）、kiɾi（切る）、numi/nuN

（飲む）、sïmai（縛る）、fu:（降る）、kau（買う）、fau/faʋ（食べる）、aɾau（洗う）、

bʲu:i（酔う）、kavvi/kaʋʋi（被る）、ffi（閉じる）、nʲivvi（眠る）、adʥi（言う）、 
弱変化／fi:（呉れる）、uki:（起きる）、ɕinʲi（死ぬ）、uɾiɾu23（降りる）、／biʑi（坐る）、

ʦɿ:/ʦɿi（着る）、  
                                                   
23 uɾiɾu は「降りろ」か。 
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不規則／fu:（来る）、assɿ ̥/aɕɕi（する）、uɾijui/uɾi:ui24（居る）、aɾi:jui（有る）、nʲa:N（無

い）、 
 

国仲方言 
国仲方言の強変化は、えられた語形がすくないうえに、シ中止形由来形式なのかス終止形

由来形式なのか確定しにくい動詞の例しかえられていない。混合変化の得られた１例の okil ̩/
（起きる）はスル連体形であろう。 

 
強変化／kaʋ ̩（被る）、al ̩（言う）、sɿN（死ぬ）、ʦɿ:/ʦɿ:i（着る）、bɿ:/biʑi/bɿzɿ（坐る）、 
弱変化／okil ̩/okil ̩li（起きる）、ɕimiʥi（閉める）、／mi:ʥi（見る）、 
不規則／asɿ（する）、ol ̩（居る）、al ̩（有る）、nʲa:N（無い）、 
 

５．１ 代表形のまとめ 

宮古語の代表形の起源をめぐっては、旧平良市市街地（西里、下里、東仲宗根、西仲宗根）

の方言（以下、平良方言）の当該の形式が日本語のシ中止形と同音であることから、シ中止

形由来形式が代表形も連体形も担っていたとする考えがあった。かりまた 1990 もそのよう

に論じた。しかし、これまでの議論は、強変化に対象を限定してなされたものであり、しか

も、平良方言を中心にした宮古島方言の旧城辺町、旧上野村、旧下地町など南西部の方言を

対象にした議論であった。今回は、狩俣方言、池間方言をくわえ、数に限定があるとはいえ、

弱変化、混合変化の資料もあわせて検討し、宮古語の動詞断定形がどのような形式に由来す

るかをみた。 
 
１）狩俣方言、池間方言以外の下位方言の k 語幹動詞、g 語幹動詞、b 語幹動詞は、代表

形がシ中止形に由来する形式である。 
２）狩俣方言、池間方言の強変化にはシ中止形由来形式とス終止形由来形式あるいはスル

連体形由来形式が並存している。 
３）＊w 語幹動詞は、ス終止形由来形式、あるいはスル連体形由来形式があらわれている。 
４）池間方言の ɕinʲi（死ぬ）は混合変化のシ中止形由来形式、狩俣方言の snɿz（死ぬ）

は混合変化のスル連体形由来形式である。 
５）保良、来間、池間の弱変化はシ中止形由来形式、久貝の弱変化は、ス終止形由来形式

あるいはスル連体形由来形式である。 
６）保良、宮国、池間の混合変化はシ中止形由来形式、来間、島尻の混合変化はスル連体

形由来形式である。狩俣の混合変化はシ中止形由来形式とスル連体形由来形式が並存し

ている。 
７）保良、砂川、宮国、与那覇、来間、久貝、島尻の不規則変化「来る」は、シ中止形由

                                                   
24 tubiui（飛んでいる）のような継続相形式の補助動詞として/ui/がみられる。 
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来形式である。狩俣、池間の不規則変化「来る」はス終止形由来形式あるいはスル連体

形由来形式であろう。 
８）語幹末が m、s、ts、r になる強変化は、シ中止形、ス終止形、スル連体形のいずれに

由来するか判別できない。 
 
今回報告した地点については動詞の語例をふやしつつ、それぞれの方言でどのような音韻

変化がおきたのかを確認しなければならないし、さらに調査地点をふやしたうえで、検討

しなければならない。そのような制約のなかでのまとめとなるが、全体をとおして、シ中

止形由来形式、あるいはスル連体形由来形式であることを特定できるが、ス終止形由来形

式であることを特定できる方言、あるいは動詞はみあたらない25。 
 

６ アリ中止形 

宮古語の中止形のうち、日本語のシテ中止形に類似のはたらきをするのは、アリ中止形で

ある。アリ中止形は、単独で文の部分になり、ならべあわせ文やふたまた述語文の非終止の

述語にあらわれ、つづいておこる二つの動作の従属的な、あるいは、非従属的な動作をあら

わす。アリ中止形は、複合的な述語をつくることもできる。その点は日本語のシテ中止形に

相当する。 
 

24) ki:nu  ʋa:gun nu:ri n:to: utaɕi fi:ru．（木の上に登って実を落としてくれ。）狩俣 
25) tuzzu smari kagoŋkai iʑiru．（鶏を縛って籠に入れろ。）狩俣 
26) taʋkʲaːɕidu f ̩nʲuː kuɡi kstaː（一人で舟を漕いできた。）保良 
27) kiːn nuːɾiː naz ̩zu utu ̥ɕi ̥ fiːɾu．（木に登って実を落としてくれ。）保良 
28) kaɾʲaː bʲuːitti cununu ku ̥to ̝ː bassii uɿ．（彼は酔って昨日のことは忘れている。）来間 

 
宮古語のアリ中止形は、形式的には、シテ中止形には対応していない。一見すると、古代

語のシ中止形に対応するようにみえる。もし、宮古語のアリ中止形が日本語のシ中止形に対

応するのであれば、おおくの宮古語の下位方言で ki＞ks、gi＞gz、bi＞bz、mi＞m、si＞s、
tɕi＞ts、ri＞z などの音韻変化がおきているので、強変化のアリ中止形は、前述の過去形に

ふくまれるシ中止形とおなじ、kaks（書いて）、kugz（漕いで）、tubz（飛んで）、num（飲

んで）、utus（落として）、muts（持って）、puz（掘って）などのような形になるはずであ

る。しかし、アリ中止形は、形のうえで日本語や北琉球諸語のシ中止形に対応しない。単語

つくり、形つくりの要素としてあらわれる宮古語のシ中止形の形式とアリ中止形は異なって

いるのである。アリ中止形がどのような形式であらわれるかをみてみよう。 

                                                   
25 八重山語石垣方言の混合変化 ukiN（起きる）、弱変化 mi:N（見る）はシ中止形由来形式

に N を後接させたものであり、ukiruN（起きる）、mi:ruN（見る）はスル連体形由来形式

に N を後接させたものであろう。 
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保良方言 
強変化／tubi（飛んで）、asɿpi:～asɿbi:（遊んで）、kuɡi/ kuɡᶻi（漕いで）、iki（行って）、

ffi:（降って）、idaɕi（出して）、utuɕi（落として）、puri（掘って）、kiri（蹴って）、kiɕi
（切って）、mutɕi（持って）、numi（飲んで）、kai（買って）、fai（食べて）、arai（洗

って）、bju:i（酔って）、vvi:（売って）、kavvi:（被って）、ffi（閉じて）、nivvi（眠って）、

fttɕi（縛って）、aʑʑi:（言って）、／sɿnji（死んで）、kiɕi（着て）、biʑi:（坐て）、 
混合変化／fi:（呉れて）、utɕi（落ちて）、sumi:（洗って）、uki:（起きて）、stɕi（捨てて）、

uri（降りて）、／mi:（見て）、i:（得て）、 
不規則変化／kiɕi（来て）、ɕi:（して）、ari:（有って）、uri（居て）、 
 
砂川方言 
強変化／tuvi（飛んで）、asɨ̥pi（遊んで）、kugi（漕いで）、iki（行って）、utuɕi（落とし

て）、idaʃi（出して）、muʧi（持って）、numi（飲んで）、puɾi（掘って）、sɿmaɾi（縛っ

て）、ki ̥ɕi/kiɕi（切って）、kai（買って）、aɾai（洗って）、fai（食べて）、muɾai（貰って）、

bju:i（酔って）、ffi（降って）、ʋʋi（売って）、kaʋʋi（被って）、／kiɾi（蹴って）、 
混合変化／uri（降りて）、uti（落ちて）、sɿti（捨てて）、ffi （呉れて）、 
不規則変化／ki ̥ɕi/kiɕi（来て）、 
 
宮国方言 
強変化／tu ̞bi（飛んで）、kuɡi（漕いで）、iki（̥行って）、ffi（降って）、utu ̥si（落として）、

kï ̥sï（切って）、sïmaɾi（縛って）、po ̝ɾi（掘って）、idaɕiʨi26（出して）、moʨi（持って）、

khai（買って）、uvi（売って）、morai（貰って）、no ̝mi（飲んで）、ɸai（食べて）、asɿpi
（遊んで）、aɾai（洗って）、／kiɾi（蹴って）、 

混合変化／ɸii（呉れて）、sï ̥tsi（捨てて）、uci ̥（落ちて）、uɾi（降りて）、 
不規則変化／ki ̥si（来て）、 
 
与那覇方言 
強変化／tubi（飛んで）、appi（遊んで）、iki（行って）、numiː（飲んで）、utuɕi（落とし

て）、mutɕi（持って）、sɿmaɾi（縛って）、puɾi（掘って）、kɿ̥ɕi（切って）、vvi（売って）、

ffi（降って）、keː（買って）、bjuːi（酔って）、aɾeː（洗って）、／kiɾi（蹴って）、 
混合変化／uɾi（降りて）、uti（落ちて）、su ̥ti（捨てて）、ɿzi（入れて）、piŋɡi（逃げて）、

fi:（呉れて）、／zzi（得て）、 
不規則変化／kɿ̥ɕi（来て）、 
 

                                                   
26 他の語形との比較検討すると、シテ中止形か。 
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来間方言 
強変化／tubi（飛んで）、kuɡi（漕いで）、iki ̥（行って）、idasi ̥（出して）、utu ̥ɕi ̥（落とし

て）、muʨi（̥持って）、ʨi ̥ɕi（̥切って）、smaɾi（縛って）、puɾi（掘って）、ffi（̥降って）、

nuːɾiː（登って）、kai（買って）、vvi（売って）、muɾai（貰って）、numi（飲んで）、fai
（食べて）、／kiɾi（蹴って）、 

混合変化／uɾi（降りて）、uti（落ちて）、sti（捨てて）、fiː（呉れて）、piŋɡi（逃げて）、 
不規則変化／ʨi ̥ɕi ̥（来て）、 
 
久貝方言 
強変化／tubi（飛んで）、aspi/aspi:（遊んで）、numi（飲んで）、kugi（漕いで）、u:gi（泳

いで）、iki（行って）、ka:raki（乾いて）、utaɕi（落として）、idaɕi（出して）、mutɕi
（持って）、sɿmari（縛って）、puri（掘って）、javvi:（破れて）、furi:（降って）、nu:ri
（上って）、vvi:（売って）、kiɕi（切って）、kai（買って）、fai（食べて）、bju:i（酔っ

て）、tskai（使って）、arai（洗って）、kavvi（被って）、ffi（閉じて）、nivvi（眠って）、

tatɕi:（立って）、andʑi（言って）、／kiri（蹴って）、／snji（死んで）、 
弱変化／uri（降りて）、uti（落ちて）、fa:sari（轢かれて）、uki:（起きて）、zɿʑi（入れて）、

piŋgi（逃げて）、fi:（呉れて）、sɿti（捨てて）、／mi:（見て）、biʑi（坐て）、zʑi（得て）、

kiɕi（着て）、 
不規則変化／kiɕi（来て）、ɕi:（して）、ari:（有って）、uri:（居て）、 
 
島尻方言 
強変化／tubi（飛んで）、appi（遊んで）、kugi（漕いで）、ujagi（泳いで）、iki（行って）、

utuɕi（落として）、idaɕi（出して）、mutɕi（持って）、numi（飲んで）、piri（行って）、

ffi（降って）、kiɕi（切って）、vvi（売って）、fgzʑi（縛って）、puri（掘って）、kavvi
（被って）、ffi（閉じて）、kai（買って）、fai（食べて）、bju:i（酔って）、arai（洗って）、

nivvi（眠って）、azʑi（言って）、／kiri（蹴って）、 
弱変化 uki（起きて）、uri（降りて）、stɕi（捨てて）、utɕi（落ちて）、iʑi:（入れて）、sskai

（轢かれて）、baɕɕi（忘れて）、fi:（呉れて）、piŋgi（逃げて）、／snji（死んで）、／mi:
（見て）、biʑi（坐て）、ɕɕi（着て）、zʑi（得て）、／ 

不規則変化／ɕɕi（来て）、ɕi:（して）、uri（居て）、 
 
狩俣方言 
強変化／asbi（遊んで）、tubi（飛んで）、numi（飲んで）、kugi（漕いで）、uigi（泳いで）、

iki（行って）、idaɕi（出して）、utaɕi（落として）、mutɕi（持って）、ffi（降って）、kiɕi
（切って）、smari（縛って）、puri（掘って）、kadʑi（掘って）、ʋʋʋi（売って）、kavvi
（被って）、niʋvi（眠って）、ffi（閉じて）、kai（買って）、fai（食べて）、bju:i（酔って）、
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arai（洗って）、aʑʑi（言って）、／kiri（蹴って）、 
弱変化／uri（降りて）、uti（落ちて）、uki（起きて）、ɕiti（捨てて）、fi:（呉れて）、piŋgi

（逃げて）、baɕɕi（忘れて）、ɕikari（轢かれて）、／mi:（見て）、iʑi（得て）、biʑi（坐

て）、kiɕi（着て）、／snji（死んで）、 
不規則変化／kiɕi（来て）、aɕi（して）、ari（有って）、uri（居て） 
  
池間方言 
強変化／tubi（飛んで）、aɕibiː（遊んで）、numiː（飲んで）、kugi（漕いで）、uːɡi（泳い

で）、ikiː/iki ̞ː（行って）、kaːki（乾いて）、utaçi/ utaçiː（落として）、idaçiː（出して）、

mutiː（持って）、nuːɾiː（登って）、ffiː（降って）、kiɾiː（切って）、sïmaɾiː（縛って）、

fuɾiː（掘って）、vviː（売って）、kavvi/ kavviː（被って）、ffiː（閉じて）、sadaɾiː（先

だって）、nivvi/ nivviː（眠って）、haɾiː（行って）、kai（買って）、aɾai（洗って）、fai
（食べて）、bju:i（酔って）、adʥiː（言って）、kiɾiː（蹴って）、 

弱変化／ukiː（起きて）、uɾi/ uɾiː（降りて）、utiː（落ちて）、sï ̥tiː（捨てて）、baɕɕi（忘

れて）、hikaiː（轢かれて）、çiŋɡi（逃げて）、sɿ̥miː/sɯ̥miː（洗って）、fi:（呉れて）、dʥi
（得て）、／miː（見て）、ttiː（着て）、biʑiː（坐て）、ɕinʲi（死んで）、 

不規則変化／tti（来て）、çiː（して）、aɾiː（有って）、uɾi（居て）、 
 
国仲 
強変化／kavviː（被って）、niv ̩viː（眠って）、aʑʑiː（言って）、／sɿniː（死んで）、／ʨiː

（着て）、biʑiː（坐て）、 
弱変化／okii（起きて）、pˢɿkaii（轢かれて）、ɕimii/ɕimi（閉じて）、taskaɾi（助かって）、

／miː（見て）、 
不規則変化／ɕiː（して）、aɾii（有って）、oɾe ̝ː（居て）、 

 

宮古語の、強変化のアリ中止形は、子音でおわる語幹に i をつけてつくられ、弱変化のア

リ中止形は、母音でおわる基本語幹と同形である。強変化のばあい、語尾は e にさかのぼり、

弱変化の末尾の母音も e にさかのぼる。 
後述するように、アリ中止形は、シ中止形に後接した存在動詞 az（有る）のシ中止形が文

法化して融合したものだとかんがえるが、確定できているとはまだいえない27。宮古語、お

よび八重山語諸方言の当該形式の調査、研究を継続して行なう必要があろう。 
 

７．１ アリ中止形の性格 

形式と由来はことなるが、宮古語のアリ中止形の文法的なふるまいは、北琉球諸語のシテ

                                                   
27 名嘉真三成（1982）は、宮古諸語の当該形式をシテ中止形とみている。 
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中止形とおなじである。あわせ文やふたまた述語文の中止的な述語になるだけでなく、継続

相や numi miːɾu（飲んでみろ）、tubi miːɾʊ（飛んでみろ）などのもくろみ動詞や、sti fiːɾo
（捨ててくれ）、ʨi ̥ɕi ̥ fiːɾu（切ってくれ）などのやりもらい動詞をつくる要素となるなどの

用法もおなじである。 
継続相の形式は、存在動詞 uz、u:がアリ中止形にくみあわさった aɕibi ui（遊んでいる）、

ffi uɿ（降っている）の分析的な形のほかに、aɕibʲu:i（遊んでいる）、fʲu:zɿ（降っている）

などの融合した総合的な形式が並存している。29）～32）の用例の主体動作動詞の継続相は、

主体動作が継続していることをあらわし、33）～40）の用例の主体変化動詞の継続相は、変

化した主体の結果的な状態が継続していることをあらわす。継続相のあらわすアスペクト的

な意味の実現のしかたも北琉球諸語のシテ中止形に似ている28。 
 
主体の動作継続 
29) ffaf naikʲata:çi: aɾaN aɕibi ui / aɕibʲu:i（暗くなるまで外で遊んでいる）。池間 
30) mainiʨi teɾebʲu: mi: jui（毎日テレビを見ている）。池間 
31) namaː aminudu ffi uɿ / fʲu:zɿ．（今、雨が降っている。）砂川 
32) nnamaː aminudu fjuː / ffjuː．（今は雨が降っている）。狩俣 
 
主体の変化結果の継続 
33) upuaminu f ̩fitʨidu pʲaːɾinu ʦɿʣɿkʲuː． 

（大雨が降って、日照りが続いている。）保良 

34) kaɾʲa: bʲu:ittidu kˢɿnu:nu kutu:ba baɕɕidu uɿ． 
（彼は酔って昨日のことは忘れている。）砂川 

35) ɡaba:aminu ffi: ntanu ka:ki jui． 
（彼は昨日のことは忘れている。）狩俣 

36) kaɾʲa: ksnunu kutu:ba: baɕɕi uɿ． 
（大雨が降って土が乾いている）池間 

37) bo:ɕu: utuɕiʨidu tuzɡa ikʲu:ta:． 
（帽子を落として取りに行っていた。）保良 

38) bututuzza jamakasa numi:du bju:i uta:． 
（おとといはたくさん飲んで酔っていた。）久貝 

39) ɕinɕi:ja biʑiɕitidu， ffanukja:ja tatɕi: uta:． 

                                                   
28 存在動詞 az（有る）のアリ中止形に uz を組み合わせた継続相の形式があり、話の瞬間に存在

した一時的な状態を表わす。 
maznu ama:tta ari uz．（米がたくさん有る。）島尻 
kumanna ka:nu arju:ta: ．（ここには井戸が有った。）久貝 
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（先生は坐て、子どもたちは立っていた）、久貝 
40) ku:mujamai sni:du jumunumai sni u:． 

（ゴキブリも死んで、ネズミも死んでいる。）久貝 
 
宮古語の動詞のアスペクト・テンス対立のしかたは、音声形式こそちがえど 2 項対立型の

東日本諸語（現代日本語）のそれに似る。 
 

 非過去 過去 

完成相 
asps（遊ぶ） 
sn（死ぬ） 

aspsta:（遊んだ） 
snta:（死んだ） 

継続相 
aspju:（遊んでいる） 
snju:（死んでいる） 

aspju:ta:（遊んでいた） 
snju:ta:（死んでいた） 

表 6 保良方言のアスペクト・テンス 

 
宮古語のアリ中止形がそのまま文末の述語の位置にあらわれて、過去のできごとをあらわ

すことができるが、それも北琉球諸語のシテ中止形に似ている。沖縄島方言のばあい、完成

相の肯否質問の過去形にシテ中止形があらわれ、奄美大島方言ではシテ中止形が直説法の過

去形としてあらわれる。詳細は稿をあらためて論じたい。 
 

41) kju:ja tubansuga ksno: tubi（今日は飛ばないが、昨日は飛んだ）。狩俣 
42) ksnumaidu iŋgaija iki（昨日も海へは行った）。狩俣 
43) ksno aminudu ffi／fftaz（昨日は雨が降った）。狩俣 

 
７．２ アリ中止形の由来 

ところで、沖縄島の諸方言にもアリ中止形がみられる。沖縄島中南部諸方言のアリ中止形

は、あわせ文の中止的な述語として機能し、宮古語のようなさまざまな文法形式を構成しな

い。首里方言のアリ中止形は、numa:ni、あるいは numa:i であらわれ、『沖縄語辞典』（国

立国語研究所 1963）によると、numa:i の方がより古い形式である。 
宮古語のアリ中止形にもっとも似ているのは、伊平屋島方言、伊是名島方言のアリ中止形

であろう。伊平屋方言、伊是名島方言のアリ中止形はあわせ文の述語になるだけでなく、宮

古語のアリ中止形と同様に継続相、結果相などの単語つくり、形つくりの要素になることが

でき、生産性がある。 
 

 書いて 遊んで 起きて 降りて 洗って 似て 
首里方言 katʃa:i ʔaʃiba:i ʔukija:i ʔurija:i ʔaraja:i nija:i 
伊平屋方言 katʃe: ʔaʃine: ʔukije: ʔurije: ʔaraje: nije: 
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表 7 沖縄諸方言、宮古語、八重山語のアリ中止形 

 
44) ʔamaNdʒi ʔaʃine: hwa:．（向こうで遊んで来い。）伊平屋村我喜屋 
45) ʔutuhe: hu:．（落として来い。）伊是名村勢理客 
46) ʔwidʒe: watataN．（泳いで渡った。）伊是名村諸見 
47) bo:ʃi hauje: ʔattʃuN．（帽子をかぶって歩く。） 我喜屋 

 
48) ʔnaNma ʔaminu hujo:N．（今雨が降っている。）諸見 
49) ʔnama ʔami hujoN．（今雨が降っている。）島尻 
50) hunu ʔiʃi kije: Nri．（この石を蹴ってみろ。）我喜屋 
 

伊平屋村我喜屋、野甫、島尻の方言には、過去形にʔaʃinaN（遊んだ）、sukunaN（死ん

だ・我喜屋・島尻、参考：ʃikudaN 諸見）、nunaN（飲んだ）、junaN（呼んだ）などの語形

があるが、アリ中止形にʔaN（有る）が接続してできた過去形だと考えられる。ただし、こ

の系列の過去形はシテ中止形に由来する過去形ʔaʃidaN（遊んだ）などに使用の場をうばわ

れ、使われなくなっている。 
沖縄島諸語のアリ中止形は、シ中止形（numi 飲み）にʔai（有り）が組み合わさってでき

たもので、主として先行後続の関係をあらわす。1531 年に第一巻が編纂された古歌謡集『お

もろさうし』には「～やり」の形でみられる。『おもろさうし』に出てくる「～やり」の形

を高橋俊三（1982）は「「連用形+やり」の形で完了の意味を表わす。用例は中止法のみであ

る。」と指摘している。 
 

51) （通巻 176 巻）「とよむ 大きみや もゝしま そろへやり みおやせ。」（訳：名高い大

君は百島を揃えて差し上げよ。） 
52) （通巻 632 巻）「いと ぬきやり、 なわ ぬきやり、」（訳：糸を貫いて、縄を貫いて） 
 

宮古語の強変化のアリ中止形は、基本語幹に i あるいは i:を後接させた形式である。いっ

ぽう、弱変化、混合変化のアリ中止形は、シ中止形（基本語幹と同音）と同音である。強変

化のシ中止形とアリ中止形は形式がにているが、過去形の語幹部分にあらわれるシ中止形を

みると、強変化のシ中止形の語尾は＊i にさかのぼり、アリ中止形の語尾は＊e にさかのぼる。

宮古語のアリ中止形は、伊平屋方言のアリ中止形のような形式から変化したものではないか

とかんがえる。 
 

補注）沖縄島諸方言のアスペクト・テンス体系は、３項対立型の西日本諸語の変化した形式

平良方言 kaki: aspi: uki: uri: arai: ni: 
石垣方言 kaki: asɿbi: uke: ure: araja: nija: 
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のようにもみえる。継続相の形式もシテ中止形に人の存在を表わす動詞が組み合わさって融

合した形であり、形の上からは西日本諸語のパーフェクト相の ɕitoru に対応する。しかし、

アスペクト的な意味は、西日本諸語の ɕitoru とちがって、主体動作動詞が主体の動作継続を

あらわし、主体変化動詞が主体の変化結果の継続をあらわしていて、東日本諸語の継続相お

よび宮古語の継続相と同じである。 
八重山方言もアリ中止形に uN（居る）が組み合わさっていて、たとえば石垣方言では numi: 

uN＞numiN（飲んでいる）、uke: uN＞uke:N（起きている）、kaNgaja: uN＞kaNgaja:N（考

えている）のような音声的に融合した形が表われる。 
 

53) utudo: guɕi numiN（弟は酒を飲んでいる）。動作継続 
54) aQpa:ja me: uke:N（母はもう起きている）。変化結果の継続 

 
アスペクト・テンス体系のあり方をみると、沖縄島南部語は suru、ɕijoru、ɕitoru の 3 項

対立である点が西日本諸語のそれに似るが、継続相のあり方が東日本諸語のそれに似ていて、

独自の体系をなしている。宮古語は、2 項対立という点と継続相のあり方が東日本諸語のそ

れに似ているが、継続相の形のつくり方が東日本諸語のそれとはことなっていて、独自に体

系をもっている。沖縄島南部語、宮古語は、西日本諸語、東日本諸語のそれぞれ類似点と相

違点をもちながらも、それぞれに独自の体系をなしているといってよいだろう。 
 
 非過去 過去 
 
完成相 

 

ʔaʃibuN（遊ぶ）／ʃinuN（死ぬ） 
ʔaʃidaN（遊んだ）／ʃidʒaN（死んだ） 
ʔaʃibutaN（遊んだ）ʃinutaN（死んだ） 

継続相 ʔaʃido:N（遊ぶ）ʃidʒo:N（死ぬ） 
ʔaʃido:taN（遊んでいた）／ʃidʒo:taN（死

んでいたぬ） 

表 7 沖縄島うるま市安慶名方言のアスペクト・テンス 

 
８ シテ中止形 

宮古語のシテ中止形は、ならべあわせ文のつづける文の述語になり、日本語のシテ中止形

と類似のはたらきをし、形式上もシテ中止形に似る。しかし、非従属的な用法をもたず、継

続相、もくろみ動詞、やりもらい動詞などの形式をつくる要素にならない。その点で日本語

や北琉球諸語のシテ中止形とことなる。 
 

55) oto:ja sakju: mutɕittɕi， mma: faumunu: muts． 
（父は酒を持って、母は食物を持つ。）狩俣 
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56) mmaduɿnu tubittɕi， fa:duɿmai tubinja:n． 
（親鳥が飛んで、子鳥も飛んでしまった。）狩俣 

57) fnju: kugitti unu atu jukui． 
（船を漕いで、そのあと休め。）来間 

58) funʲu: kuɡittikaɾa jukui（船を漕いでから休め）。砂川 
59) fu ̥sɨzzu numitti pja:pja:ti nivvi（薬を飲んで早く寝ろ）。砂川 
 

保良方言 
保良方言のシテ中止形は、アリ中止形に ttɕi のついた形である。保良方言では tɕi:（手）、

tɕida（太陽）などのように他の下位方言で ti となるところが破擦音化して tɕi になるので、

ttɕi も tti の変化したものであろう。 
 

強変化／tubittɕi（飛んで）、kugittɕi（漕いで）、ikittɕi（行って）、ffittɕi（降って）、utuɕittɕi
（落として）、kiɕittɕi（切って）、fttɕittɕi（縛って）、purittɕi（掘って）、idaɕitɕi（出

して）、mutɕittɕi（持って）、kaittɕi（買って）、vvittɕi（売って）、numittɕi（飲んで）、

faittɕi（食って）、asɿpittɕi～asɿbittɕi（遊んで）、numittɕi（飲んで）、araittɕi（洗っ

て）、kavvittɕi（被って）、ffittɕi（閉じて）、nivvttɕi（眠って）、aʑʑittɕi（言って）、kirittɕi
（蹴って）、kiɕittɕi（着て）、biʑʑittɕi（坐て）、sɿnjittɕi（死んで）、 

混合変化／ukittɕi（起きて）、urittɕi（降りて）、utɕittɕi（落ちて）、stɕittɕi（捨てて）、

fi:ttɕi（呉れて）、mi:ttɕi（見て）、i:ttɕi（得て）、 
不規則変化／kiɕittɕi（来て）、ɕi:ttɕi（して）、arittɕi（有って）、urittɕi（居て）、 
 
砂川方言 
砂川方言のシテ中止形は、アリ中止形に tti のついた形である。 
 
強変化／tuvitti（飛んで）、asɨ ̥pitti（遊んで）、numitti（飲んで）、kuɡittikaɾa（漕いで

から）、ikitti（行って）、idaʃi ̥tti（出して）、muʧitti（持って）、utuɕitti（落として）、

ffitti （降って）、puɾitti（掘って）、ki ̥ɕɕiti/kiɕɕiti（切って）、ɕimaɾitti（縛って）、kaʋʋitti
（被って）、aɾaitti（洗って）、kaitti（買って）、ʋitti（売って）、muɾaitti（貰って）、

faitti（食って）、bjuːitti（酔って）、／kiɾitti（蹴って）、 
混合変化／uɾitte ̝（降りて）、utittii（落ちて）、ffitti（呉れて）、stitti （捨てて）、 
不規則変化／kiɕi ̥tti（来て）、 
 
宮国方言 
宮国方言のシテ中止形は、アリ中止形に cci のついた形である。保良方言のような破擦音

化がおきたのであろう。 
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強変化／kuɡicci（漕いで）、iki ̥ccie（̝行って）、ficci（降って）、utu ̥si ̥ttˢi（落として）、kï ̥sïtte ̝

（切って）、po ̝ɾitʨi（掘って）、idaɕiʨi（出して）、uvitʨi（売って）、no ̝mitʨi（飲んで）、

ɸaitʨi（食って）、asɿpitʨi（遊んで）、aɾaitʨi（洗って）、nu:ɾicci（登って）、moɾaitʨi
（貰って）、bˢoːitʨi（酔って）、 

混合変化／ucïcci（落ちて）、sï ̥cïccï（捨てて）、ɸiitʨi（呉れて）、 
不規則変化／ki ̥sicci（来て）、 
 
与那覇方言 
与那覇方言のシテ中止形は、アリ中止形に tti のついた形である。 
 
強変化／tubitti（飛んで）、kuɡittiː（漕いで）、ʋːɡitti（泳いで）、ikitti（行って）、ffitti

（降って）、utuɕitti（落として）、kɿ ̥ɕitti（切って）、sɿmaittiː（縛って）、idasitti（出

して）、mutɕitti（持って）、kaitti（買って）、vvitti（売って）、numitti（飲んで）、fe
ːti（食って）、appitti（遊んで）、bjuːitti（酔って）、aɾeːtti（洗って）、kiɾitti（蹴

って）、 
混合変化／uɾitti（降りて）、uʨitti（落ちて）、sutittiː（捨てて）、fitti（呉れて）、zzitti

（得て）、 
不規則変化／kɿ ̥ɕi ̥tti（来て）、 
 
来間方言 
来間方言のシテ中止形は、アリ中止形に tti のついた形である。 
 
強変化／tubitti（飛んで）、kuɡitti（漕いで）、iki ̥tti（行って）、utu ̥ɕi ̥ti（落として）、f ̩faɕi ̥tti

（切って）、ʨi ̥ɕitti（切って）、smaɾitti（縛って）、ffi ̥tti（降って）、idasi ̥ti（出して）、

vvitti（売って）、numitti（飲んで）、faitti（食って）、aspɿtti29（遊んで）、bˢuːitti
（酔って）aɾaitti（洗って）、kiɾitti（蹴って）、 

混合変化／uɾitti（降りて）、uti ̥tti（落ちて）、sti ̥tti（捨てて）、fiːtti（呉れて）、 
不規則変化／ʨi ̥ɕitti（来て）、 
 
久貝方言 
久貝方言のシテ中止形は、aspsɕi ̥ti（遊んで）、ukiɕi ̥ti（起きて）のようにアリ中止形に ɕi ̥ti

がついた形と、kugitti（漕いで）、uɾitti（降りて）のように tti のついた形が混在している30。

                                                   
29 他のシテ中止形と異なりシ中止形に tti がついた形になっている。確認が必要か。 
30 puriɕiti（掘って）、ɕi:ɕiti（して）などの ɕiti を語末に持つ語形の話者は、狩俣が 2011 年

12 月の調査で得たものである。 
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話者の違いによるのか、周辺方言の影響なのか、確認が必要である。 
 

強変化／aspsɕi ̥ti（遊んで）、kugitti（漕いで）、numiɕi ̥ti（飲んで）、idaɕi ̥ti（出して）、

utaɕi ̥ti（落として）、mutɕiɕi ̥ti（持って）、puriɕi ̥ti（掘って）、ki ̥ɕitti（切って）、sɿmaɾitti
（縛って）、vviɕi ̥ti（売って）、kavviɕi ̥ti（被って）、ffiɕi ̥ti（閉じて）、nivviɕi ̥ti（眠っ

て）、kaiɕi ̥ti（買って）、faiɕi ̥ti（食って）、bjuːiɕi ̥ti（酔って）、aɾaiɕi ̥ti（洗って）、andʑiɕi ̥ti
言って）、kiɾiti（蹴って）、snjiɕi ̥ti 死んで）、 

弱変化／ukiɕi ̥ti（起きて）、uɾitti（降りて）、uti ̥tti（落ちて）、sɿ ̥titti（捨てて）、fiːɕi ̥ti
（呉れて）、／miːɕi ̥ti（見て）、zʑiɕi ̥ti（得て）、biʑiɕi ̥ti（坐て）、kiɕiɕi ̥ti（着て）、 

不規則変化／kˢɿ ̥ɕittikaɾa/ki ̥ɕittikaɾa（来てから）、ɕiːɕi ̥ti（して）、ariɕi ̥ti（有って）、uriɕi ̥ti
（居て）、 

 
島尻方言 
島尻方言のシテ中止形も、アリ中止形に cci のついた形である。保良方言のような破擦音

化がおきたのであろう。 
 
強変化／tubittɕi（飛んで）、appittɕi（遊んで）、numittɕi（飲んで）、kugittɕi（漕いで）、

idaɕittɕi（出して）、utuɕittɕi（落として）、mutɕittɕi（持って）、kiɕittɕi（切って）、

purittɕi（掘って）、ffittɕi（降って）、vvittɕi（売って）、kavvittɕi（被って）、ffittɕi（閉

じて）、nivvttɕi（眠って）、kaittɕi（買って）、araittɕi（洗って）、faittɕi（食って）、

bjuːittɕi（酔って）、azʑittɕi（言って）、／kirittɕi（蹴って）、／biʑittɕi（坐て）、 
弱変化／ukittɕi（起きて）、urittɕi（降りて）、utɕittɕi（落ちて）、stɕittɕi（捨てて）、fiːttɕi

（呉れて）、snjittɕi（死んで）、／miːttɕi（見て）、ɕɕittɕi（着て）、zʑittɕi（得て）、 
不規則変化／ɕɕittɕi（来て）、aɕittɕi（して）、arittɕi（有って）、urittɕi（居て）、 
 
狩俣方言 
狩俣方言のシテ中止形も久貝方言のようにアリ中止形に ɕi ̥ti がついた形である。 
 
強変化／tubiɕi ̥ti 飛んで）、asbiɕi ̥ti（遊んで）、kugiɕi ̥ti（漕いで）、numiɕi ̥ti（飲んで）、

ikiɕi ̥ti（行って）、utaɕi ̥ti 落として）、idaɕiɕi ̥ti（出して）、mutɕiɕi ̥ti（持って）、ffiɕɕi
（降って）、puriɕi ̥ti（掘って）、kiɕiɕi ̥ti（切って）、ʋʋʋiɕi ̥ti（売って）、kavviɕi ̥ti（被っ

て）、ffiɕi ̥ti（閉じて）、niʋʋiɕi ̥ti（眠って）、kaiɕi ̥ti（買って）、araiɕi ̥ti（洗って）、faiɕi ̥ti
（食って）、aʑʑiɕi ̥ti（言って）、snjiɕi ̥ti（死んで）、 

弱変化／ukiɕɕi（起きて）、uriɕi ̥ti（降りて）、utiɕi ̥ti（落ちて）、ɕitiɕi ̥ti（捨てて）、fiːɕi ̥ti
（呉れて）、ɕimiɕi ̥ti（閉めて）、／miːɕi ̥ti（見て）、iʑiɕi ̥ti（得て）、kiɕiɕi ̥ti（着て）、biʑiɕi ̥ti
（坐て）、 
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不規則変化／kiɕiɕi ̥ti（来て）、aɕiɕi ̥ti（して）、ariɕi ̥ti（有って）、uriɕi ̥ti（居て）、 
 
池間方言 
以下の 3 単語にシテ中止形がみられるが、シテ中止形が期待されるところにはほとんどア

リ中止形があらわれている。不規則変化の tti（来て）もアリ中止形とホモニムである。池間

方言がシテ中止形を使用しないのか、調査の仕方を変えればシテ中止形がえられるのか、い

ずれにせよ、確認はひつようであろう。 
 
強変化／kuɡitti（漕いで）、 
弱変化／sanʥaɾiːti（落ちて）、 
不規則変化／tti（来て）、 

 
国仲方言 
国仲方言は、調査でえられた語例がすくなく、シテ中止形について言えることもすくない

が、確実にシテ中止形といえる語例がみられない。シテ中止形を調査する例文のところに

al ̩ʑii（言って）、niv ̩vii（眠って）、sɿnii（死んで）の語形があり、アリ中止形を調査する例

文のところに、aʑʑiː（言って）、niv ̩viː（眠って）、sɿniː（死んで）の語例があって、両

者がことなる語形であるが、これが有意味な違いであるのか不明であり、再調査が必要であ

る。 
 

強変化／kavviː（被って）、niv ̩vii（眠って）、al ̩ʑii（言って）、／sɿnii（死んで）、／ʨiː
（着て）、biʑiː（坐て）、 

弱変化／okii（起きて）、pˢɿkaii（轢かれて）、ɕimii（閉じて）、taskaɾi（助かって）、／

miː（見て）、 
不規則変化／ɕiː（して）、aɾii（有って）、oɾe ̝ː（居て）、 

 
宮古語諸方言のシテ中止形は、砂川方言の uɾitti（降りて）、utittii（落ちて）なども、保

良方言の tubittɕi（飛んで）、kugittɕi（漕いで）などの破擦音化したものも促音便がおきた

ようにもみえる。しかし、動詞のタイプをとわず強変化にも弱変化にも混合変化にも不規則

変化にも同じ形式があらわれていて、音便とは関係のないものであろう。 
強変化のシテ中止形は、子音語幹に語尾 itti や ittɕi が後接し、弱変化のシテ中止形は母音

語幹に tti や ttɕi が後接している。いずれもアリ中止形に tti や ttɕi がついた形である。 
狩俣方言の tubiɕi ̥ti 飛んで）、kugiɕi ̥ti（漕いで）や久貝方言の kaiɕi ̥ti（買って）、fiːɕi ̥ti

（呉れて）などから、アリ中止形に ɕi ̥ti（シテ、あるいは捨て）のような形式が後接したも

ののようにみえる。今後の調査と検討が必要である。 
八重山語石垣方言にも kakiQte（書いて）、uke:Qte（起きて）、mija:Qte（見て）、ɕi:Qte
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（して）のように、アリ中止形に Qte がつづくシテ中止形がある。 
 
９ おわりに 

かぎられた調査期間だったので、得られた資料にも制限があるし、調査項目が動詞の活用

形のうち代表形（スル）、否定形（シナイ）、過去形（シタ）、アリ中止形、シテ中止形の五つ

であったという制限もある。しかし、保良、砂川、宮国、与那覇、来間島、久貝、島尻、狩

俣、池間島、伊良部島国仲の宮古島の東西南北の地点がバランスよく調査されている。その

おかげで、宮古語の活用のタイプについての概観、宮古語の五つの活用形についての概観が

できたのではないかと考える。 
今後は、個々の地点の動詞の数をふやすと同時に、活用形の数もふやして調査をすすめる

ことが必要だろう。また、今回は調査できなかった大神島方言、伊良部島佐和田・長浜方言、

おなじく伊良部島伊良部・仲地方言、多良間島方言などの宮古語のなかでも個性的な特徴を

もつことでしられる下位方言を検討していくことも必要である。 
 
参考文献 
伊是名島方言辞典編集委員会（2004）『伊是名島方言辞典』伊是名村教育委員会 
かりまたしげひさ（2011）「琉球方言の焦点化助辞と文の通達的なタイプ」『日本語の研究』

第 7 巻 4 号、日本語学会，pp69～81 
かりまたしげひさ（2009a）「宮古島市城辺字保良方言の動詞の終止形」『琉球語諸方言の動

詞、形容詞の形態論に関する調査・研究』平成 16～19 年度度基盤研究（B）成果報告書、

pp 1～28 
かりまたしげひさ（2009b）「宮古島市城辺字保良方言の動詞の連用形、連体形、条件形」『琉

球語諸方言の動詞、形容詞の形態論に関する調査・研究』平成 16～19 年度度基盤研究（B）

成果報告書、pp29～60 
かりまたしげひさ（2009c）「宮古島市城辺字保良方言の動詞の形つくり」『琉球語諸方言の

動詞、形容詞の形態論に関する調査・研究』平成 16～19 年度度基盤研究（B）成果報告書、

pp61～84 
かりまたしげひさ（1999）「宮古諸方言の動詞「終止形」の成立について」『日本東洋文化論集』

第５号、pp27～51 
かりまたしげひさ（1989）「琉球方言における「第三中止形」について」『沖縄言語研究セン

ター資料№81』 
高橋俊三（1991b）『おもろさうしの動詞の研究』武蔵野書院 
名嘉真三成（1982）「琉球宮古方言の動詞の接続形」『沖縄文化』58 号 
本永守靖（1973）「平良方言の動詞の活用」『琉球大学教育学部紀要』第 17 集第 1 部、pp 27

～41 

107


